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農政商工観光委員会会議録 

 

日時      平成２２年１０月４日（月） 開会時間  午前１０時０４分 

  閉会時間  午後  ４時３９分 

 

場所      第２委員会室 

 

委員出席者   委員長  渡辺 英機 

副委員長 中込 博文 

委 員  土屋 直   清水 武則  髙野 剛  森屋 宏 

浅川 力三  進藤 純世  土橋 亨 

 

委員欠席者   なし 

 

説明のため出席した者 

農政部長 松村 孝典  農政部次長 吉澤 公博  農政部技監 西島 隆 

農政部技監 加藤 啓  農政総務課長 野中 進  農村振興課長 山本 重高 

果樹食品流通課長 樋川 宗雄  農産物販売戦略室長 河野 侯光 

畜産課長 白砂 勇  花き農水産課長 西野 孝  農業技術課長 齋藤 辰哉 

担い手対策室長 大島 孝  耕地課長 有賀 善太郎 

 

商工労働部長 丹澤 博  産業立地室長 安藤 輝雄 

商工労働部理事 山本 誠司  商工労働部次長 末木 浩一 

商工労働部次長 八巻 哲也  産業立地室次長 小田切 一正 

労働委員会事務局長 藤原 一治  労働委員会事務局次長 清水 久幸 

商工企画課長 佐野 芳彦  商業振興金融課長 赤池 隆広 

産業支援課長 尾﨑 祐子  労政雇用課長 望月 明雄 

産業人材課長 二茅 達夫  産業立地推進課長 高根 明雄 

 

観光部長 後藤 雅夫  観光部理事 酒井 善明 

観光企画・ブランド推進課長 望月 洋一  観光振興課長 小林 明 

観光資源課長 石原 三義  国際交流課長 古屋 正人 

 

公営企業管理者 小林 勝己  企業局長 西山 学 

企業局次長（総務課長事務取扱）山下 正人  電気課長 石原 茂 

 

議題 第７５号  平成２２年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中農政商工観光委

員会関係のもの、第２条繰越明許費中農政商工観光委員会関係のもの及び

第３条債務負担行為の補正中農政商工観光委員会関係のもの 

   第７８号  契約締結の件 

 

審査の結果    議案については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

審査の概要    まず、委員会の審査順序について、農政部関係、商工労働部・労働委員会

関係、観光部関係、企業局関係の順に行うこととし、午前１０時４分から午

後０時２分まで農政部関係、休憩をはさみ午後１時３３分から午後２時２１

分まで商工労働部・労働委員会関係、休憩をはさみ午後２時３８分から午後
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３時５１分まで観光部関係、さらに休憩をはさみ午後４時９分から午後４時

３９分まで企業局関係の審査を行った。 
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主な質疑等 農政部関係 

 

※第７５号  平成２２年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中農政商工観光委員

会関係のもの、第２条繰越明許費中農政商工観光委員会関係のもの及び第３

条債務負担行為の補正中農政商工観光委員会関係のもの 

 

質疑 

 

（口蹄疫防疫態勢整備事業費について） 

進藤委員  口蹄疫の件につきまして、質問させていただきます。皆さん御承知のように、

宮崎県においては８月２７日には終息の宣言が出ましたが、２１万１,６０８

頭という牛と豚の口蹄疫の感染があったわけです。非常に口蹄疫というのは伝

染力が強くて、畜産農家にとっても甚大な被害を受けたということで、私たち

消費者としましても、非常に大変だな、牛もかわいそうに、豚もかわいそうに

という感じを受けまして、このまま山梨県にも入ってきたら困るなというよう

な強い不安な気持ちになりました。山梨県にはそれが発生しなかったというこ

とで大変よかったと思っております。 

  県内には甲州牛とか甲州ワインビーフとかフジザクラポークなどの各種の

ブランド食肉の生産が進んでおりまして、その生産者や酪農家を含む県内全域

の牛飼養農家あるいは豚飼養農家も、県内での口蹄疫の発生を危惧していると

思います。今回、口蹄疫感染予防ということで、マニュアルを大変苦労して、

分厚いものができ上がりました。私も読ませていただいたんですが、ほんとう

に御苦労になったなと思っております。 

  さて、実際にこのマニュアルをどのように活用していくのかということが大

切だと思います。まず第一に、マニュアルでは消毒についての記載もあります

が、県内で発生があったときの消毒薬や、あるいはほかの資材について、県と

しての確保は十分なのでしょうか、お尋ねいたします。 

 

白砂畜産課長  現在、備蓄しております消毒用の消石灰が１,１５０袋ございます。それか

ら、車両消毒用として４８袋、炭酸ソーダがございます。消毒用石灰のほうは

２０キロ入り、炭酸ソーダは２５キロ入りです。それから、つなぎの白い防護

服でございますが、７５０セットを備蓄しております。これにつきましては、

県内の一番大きな農場で口蹄疫が発生した場合に必要な量を確保してござい

ます。 

 

進藤委員  そして、このマニュアルができましたが、これを県内にどのように周知を図

っていくのかお尋ねいたします。 

 

白砂畜産課長  ８月２４日に知事が公表しまして、その日に庁内の関係各課３４課につきま

しては、説明を済ませております。それから、８月３０日に、国の機関、県の

出先機関、市町村、それから、関係機関、関係団体、御出席の方々が１０８名

でございましたが、皆様にマニュアルを配付するとともに、内容につきまして

詳細に御説明申し上げたところでございます。また、農家につきましては、家

畜保健衛生所で「家畜保健衛生所だより」を発行しておりますので、この中で

対応をしております。 

 

進藤委員  宮崎県で大変な被害があり、そのお手伝いということで、本県でも技術者が

１３名派遣されて、防除のお手伝いをしたということのお話がありまして、新
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聞にも出ましたが、表彰もされたというようなことで、大変御苦労だったと思

います。そのお手伝いをした中での経験、体験というようなものがこのマニュ

アルにどのように生かしてあるでしょうかお尋ねします。 

 

白砂畜産課長  １３名が協力派遣ということで、現地での防疫作業に従事いたしました。従

事した主な業務は、４点ございますが、１点目が殺処分と埋却作業、２点目と

してはワクチン接種、３点目が病性鑑定、４点目が疫学調査でございました。 

  実際に従事いたしまして、現地での防疫作業の進め方、作業に臨む手順、そ

れから、防疫作業に必要な人員配置など実際的なところが習得できました。こ

ういった内容のものをマニュアルに反映してございます。細かい点では、具体

的に申し上げますと、発生農場周囲の消毒ポイントの設定とか、殺処分時の家

畜の追い込み方とか、そういった細かい点につきましても大変参考になってお

ります。 

 

進藤委員  このマニュアルを見させていただきますと、ほとんどの関係機関が連携をと

って進めなければならないようにつくられているわけですね。もちろんそれが

効果をあらわすんじゃないかと思います。そうなると、訓練をしないと機能し

ていかないんじゃないかなと思いますが、訓練についてはいかがでしょうか。 

 

白砂畜産課長  マニュアルにつきましては、迅速かつ的確に初動防疫態勢がとられ、防疫措

置が実施できるようにということで手順等を具体的にあらわしてございます。

このマニュアルの検証も含めて、本年度の１１月を予定しておりますが、国と

県の関係機関、それから、市町村、各関係団体、警察署等と、マニュアルに沿

いました各種対応について、机上演習、防疫演習を行う予定でございます。 

 

進藤委員  最後に１つ要望しておきたいんですが、昨日の日本農業新聞に大きく載って

いましたが、口蹄疫の水際の対策をもっと日本としても強化をするようにとい

う意見がたくさん出ています。本県においても、海外の旅行者、観光客が非常

に増えております。そういう方々が口蹄疫のウイルスを持ち込むということが

懸念されますので、欧米、あるいはオーストラリアなんかにおいてはもっとも

っと厳しくやっているということなんですね。できるだけ水際で防いでいただ

きたい。そのために、ぜひ国へも働きかけをしていただいて、取り締まりを強

化していただきたいと思いますが、もしお答えをいただけましたら、お願いし

ます。 

 

白砂畜産課長  国は、宮崎県で口蹄疫が発生している中で特別措置法を設けまして対応した

経緯がございます。お聞きしますと、国では、家畜伝染病予防法を改正いたし

まして、今、委員がおっしゃられました内容のことについても触れるように伺

っておりますので、国に対してまた要望してまいりたいと考えています。 

 

進藤委員  ありがとうございました。 

 

浅川委員  ちょっと関連で。口蹄疫の対策もほんとうにすばらしいと思いますが、私、

１つ、常々懸念していることがあるんですが、八ヶ岳南ろくの牧場群の中には、

現在もそうですが、牛じゃなくて、シカがいるんです。シカ牧場みたいな場所

もあります。イノシシもかなり出没しておりまして、この辺の対策をどうする

のかということも視野の中に入れておられるんですか。 

 



平成２２年９月定例会農政商工観光委員会会議録 

- 5 - 

白砂畜産課長  発生いたしました宮崎県の野生のシカ、イノシシ等の状況がどうだったかと

いうことを現地のほうに伺いました。牛、豚では３０万頭近くのものが処分さ

れましたけれども、野生ジカ、イノシシにつきましては、その後、捕獲なり死

亡したものをサンプリングいたしまして、検査をしたところ、いずれも陰性だ

ったというふうな結果をお聞きしております。何せ野生のものですから、なか

なか捕獲とか調査も難しい状況にございますが、今後、国等の検討を進める中

で、対応については検討してまいりたいと思っております。 

 

浅川委員  課長もよく承知しているだろうと思いますが、酪農家、それから、畜産家の

人たちは、そのことがかなり心配になっているわけですよね。ほんとうに夜と

もなれば、身近にシカもどんどんあらわれるような中で、そこをどうするのか

という話はよく聞かれますので、その辺もあわせて対応していっていただきた

いと思います。 

 

討論      なし 

 

採決      全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

 ※第７８号  契約締結の件 

 

質疑      なし 

 

討論      なし 

 

採決      全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

※所管事項 

 

質疑 

 

（事務の不正処理について） 

森屋委員  この間の本会議でも、内田議員の質問に対して関連質問ということで指摘を

させていただいたばかりで、こうしたものがまた農政部から出てくるというこ

とは、やはり非常に残念に思います。この間もお話をさせていただきましたけ

れども、職員の皆さん方の技量とか、あるいはもう１つの側面としては、やは

り公務員としての意識、それからもう１つ、この間も本会議で指摘させていた

だきましたけれども、やはり組織としての連携力みたいなものが非常に落ちて

いるというのを感じるわけです。 

  これは皆さん方にお話ししてもしょうがないんですけれども、これからいろ

いろな意味で、今回も今、防止策というのを出していただきましたけれども、

これだけでは済まない。やはりもっと抜本的なことに取り組んでいかなければ

ならない。これは農政部だけじゃなくて、すべて、行政組織としてやっていか

なければいけないと思っています。 

  １つだけここで教えていただきたいのは、専門的な数量表における積算の一

部を欠落してしまったというふうなことなんですけれども、技術的なことは全

くわかりません。道路工事みたいなものを積算していく、そういうものについ
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てはわかりませんけれども、これは個人の力量なんですか。それとも、従来に

増して難しさみたいなものがあるものなんですか。ちょっとその辺を教えてい

ただけますか。 

 

有賀耕地課長  今、委員の質問がございました、当初のミスの原因でございますけれども、

まず、担当者が今回初めて担当する工事であったということが１点ございます。

そのほか、今回、設備工事ということで、資材とか部品が非常に多かったとい

うことで、工事をするコンサルタントが設計しました数量から積算書に持ち上

げる点数が多かったということと、その１人がふなれだったということでミス

が生じたということでございます。 

 

森屋委員  そうであったら、初めて３０代の若い技術者の方がそのことに携わるのに、

上司の方が当然いるわけですから、目を通して、そこでチェックすることがな

ぜできなかったんですか。 

 

有賀耕地課長  上司も設計書を審査する段階で審査いたしますけれども、今回、複雑な設計

書であったということで、審査の段階で審査の漏れがあったということだと考

えています。 

 

森屋委員  いつまでもやりませんけれども、農政の土木みたいな話というのは僕はあん

まり聞いたことはないんですけれども、ほかの県土整備部みたいな場面という

のは、私たち、かなり出くわすんですね。そうすると、工事を請け負っている

業者の皆さん方から、いつも私たち議員に指摘されるのは、実際のそういう現

場に携わっていらっしゃる県の職員の皆さん方の技量が最近非常に落ちてき

ていると。あるいは、これもはなはだ素人話で申しわけないんだけれども、大

学なんかで専門的なそういう勉強を一生懸命されてきているんだろうけれど

も、現場の工事関係者の皆さん方とのコミュニケーションであったり、それか

ら、現場でおそらくいろいろなものを詰めていって、技術的に、現場采配とい

うか、現場で理解をお互いにして進めていくということに、最近の県の職員の

皆さん方、技術屋の皆さん方には問題があるんじゃないかぐらいのことを言わ

れる場面が非常に多くなったんですね。 

  これは皆さんサイドで、「そうですよ。最近の若い人たちは、勉強は一生懸

命やってきたけれども、そういう意味では能力が落ちている」なんていうこと

は言えないんでしょうけれども、これは農業土木だけじゃなくて、総体な技術

職の中にそういう部分があると感じているということだけは、やはり今日こう

いう問題が出てきたときに、しっかりしていく姿勢を示さなければいけないと

思います。 

  それから、再三言いますけれども、これは皆さん方農政部だけの問題じゃな

くて、県の行政における技術職の皆さん方の能力をいかに高めていくか。それ

から、もっと大きい枠では、公務員としての倫理観とか、そういうことをいか

に高めていくか、あるいは組織力を高めていくかということはこれからの大き

な問題でありますので、その辺は今後もできるだけしっかり見ていかなければ

いけない問題であるというふうなことだけはお話をさせていただいて、終わり

ます。 

 

中込委員  森屋委員の質問に関連して。先ほど、部長が、この件をいろいろな方を集め

て反省ということですが、私も前の職場で事故防止ということを主に担当して、

一番の問題は、事故というのは起こさないのか、起こるものなのか、どのよう



平成２２年９月定例会農政商工観光委員会会議録 

- 7 - 

に考えているのか、その前提を明確にしないと、私、この対策を見ましたけれ

ども、これからの対策はできないと思うんです。どんなに一生懸命やっても、

やはり人間だから起こるものなのか、ゼロにするのか、その辺のところをまず

お聞かせいただきたいんですけれども、どう思っておられますか。 

  

有賀耕地課長  今回、土木工事の関係でございますけれども、いくら積算を本人が一生懸命

やったとしても、事故はゼロにはならないと考えています。したがいまして、

その部分につきましては、当然、上司なりが審査をする過程の中で、早目にそ

ういったミスを発見して、その時点で最適な善後策を考えていくという形が一

番望ましいと考えておりますので、今回の事案を考えましても、やはりチェッ

ク力の強化をしていくということが非常に重要だと思います。 

 

中込委員  今、チェック力の強化と。頑張れば起こらないのであれば、それはチェック

力を強化したらいいんですけれども、事故って起こるものなんです。私の体験

からすると、どんな人間でも、私たちが人生を生きているのが完璧にいってい

るなんてことはあり得ないので、「しまった」「疲れた」「何かあった」とある

んですね。 

  そのときにそれを認めるならば、では、その前提の上でどうすればいいかと

いうことは、本件の場合は、私は、早い時点で、「しまった」と思った彼、当

事者がだれかに、「起こしてしまった。困った」と一言言えば、そこまで行か

ないし、彼自身も、当然、懲戒処分があるんでしょうけれども、もっと未然に

防げる。この雰囲気をつくらないと、起こったから、だめだだめだとか、こう

いうのであれば、みんな萎縮して、隠そうとかそういう方向に行くんです。私

の体験ですけれども、これは参考にしていただければと思って言っているんで

すが、どんなに頑張っても、どんな優秀な人だって、事故というものは、起こ

るんです。地検の検事でも起こすような場合があるわけです。 

  だから、そうじゃなくて、そのときどうするかという対策で、今回この原因

と対策を考えておられるんですが、起こるものです。起こったら、みんなで早

くそれをやって。もみ消すなんていうことはないんです。でも、言う前にもみ

消せたら、何ももみ消したほうがいいわけです。それがあまり影響がない。言

葉は悪いんですけどね。だから、未然に、あるいは起こってしまったときにど

う対処するかということが私は大事であり、そういう雰囲気をつくらないと。 

  問題は、なぜその人が言えなかったか。「しまった」と彼は一番最初に思っ

たはずですよ。言おうか、言うまいか、隠そうか、こう判断したはずです。そ

れで、彼は隠そうという方向に行ったから、ここへ来たんです。そのときに、

飲みながらでも、だれかにポロッと言う。そういう雰囲気があるのかないのか

というところを検討して、そういう雰囲気を醸成するという農政部である、あ

るいは県庁であるということをやったほうがいいんじゃないかと思いますが、

その点、課長、どう思いますか。 

 

野中農政総務課長 

  中込委員のおっしゃるとおりでありまして、ありきたりな表現で言えば、や

はり職場内のコミュニケーションづくりが重要なのかなと。それから職場内の

風通しをよくするというようなことを先の本会議でも総務部長が答弁されて

おりますが、そういうことが重要であると私どもは認識しておりまして、特に

管理職側から、そういう相談を受け付けないような姿勢はなくしていきたいと。

管理職側に部下職員ができるだけどんなときでも相談できるような雰囲気づ

くりというか、それも管理職に求められている姿勢なのかなと考えておりまし
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て、そういうことも含めて、これを契機に、農政部全体で、風通しのいい職場

づくりをするにはどうすればいいか、考えていきたいなと思っております。 

 

中込委員  まさに総務課長がおっしゃられたとおり、私はそういう方向を検討されて…

…。私も経験しましたけれども、ふだんワーッと怒っておいて、「おまえ、お

れのところに相談に来いよ」なんて、だれが行くかというんですね。それなん

です。だから、そういう上司になってもらって、困ったときには、おれはいつ

でも相談に乗ってやるという上司になるということが大事。 

  ところが、まして最近の若者というのは、相談なんかしなくて、自分で引き

こもる、こういう人間関係に世の中なっているんです。であるがゆえに、上司

は、一度パッと顔色を見て、「おまえ、何か悩みがあるんじゃないか」と言っ

てやるぐらいの……。それで、怒ってばかりで、「おまえ、何で相談しなかっ

た」なんて、若いころ、怒られましたから、だれが行くかと私は思いました。

だから、顔を見て、上司は、「今日は悩みがあるんじゃない？ 何だ、言って

みろよ」というふうな雰囲気をつくるのはどうかという提言をしまして、質問

を終わります。 

 

進藤委員  ただいま不祥事のことについて、ほんとうに私も、これは職場あるいは県庁

全体の１つの体質のあらわれじゃないかなと思いました。３０歳という若い人

ですから、目下、仕事を一生懸命覚えながら頑張っているというところじゃな

いかと思うんですが、中込委員さんからもおっしゃいましたように、職場の風

通しが非常にまずいと。どこの職場でも、新採用の若い人たちは毎日が新しい

体験であり、いろいろな人たちとの出会いで、仕事もみんな、場所も違う、中

身も違うというようなことでやっていくんですから、毎日が新しいことの連続

のようなもので、不安と、一層努力してもうまくいかないというふうな失敗が

出てしまうというのは、私はあると思いますね。 

  いろいろな職人さんの世界を見ても、仕事は見て覚えろとか言っていますが、

その中にやさしさがあって、「おい、おまえ、大丈夫か。これ、よくできたな」

とか、「大丈夫か。これ、ちょっとこういう点が難しいんだよ」とかいって声

をかけて、やはり気にしてやって、のぞいてやるというような……。鉄は熱い

うちに打てというのがありますが、打てという意味が、温かい目で向かいなが

ら鍛えていくという考え方でいかないと。それから、傷は浅いうちに治せ、小

さいうちに治せという、そういうふうなことを若い人もわかって、謙虚に先輩

にはいろいろ教えていただいて、ここはまずかったけどというようなことで、

「ぜひ助けてください」と言えるような職場の雰囲気づくりは大事なことだと

思うんです。 

  県庁職員の中にもいろいろ出てきている。そういう面のあらわれじゃないか

と思うんですね。このまましていったら、ほんとうに若い人たちも不幸になる

し、また、職場としても、県民からも信用を失ってしまうということがあると

思うんですね。だから、ほんとうに、管理職になった方は、指導するという気

持ちをしっかり持って、若い人を育てていく。若い人は、謙虚な気持ちで先輩

にちゃんと礼を尽くして、いろいろと指導していただくというような、この両

者がコミュニケーションを図りながら、やっていくという体制をしっかりやっ

ていかないと……。 

  学校で勉強したことなんかはほんのちょっとのことです。今から社会の中で

勉強していくほうが、現場で勉強するほうがずっとたくさんなんですね。私の

教員生活の中でも全くそうです。毎日が先輩のやり方を見たりして、指導を受

けながら育っていくという体制なんですから、やはり温かい職場の雰囲気は大
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事ですから、その辺について今後改善をしていくというお話なんですが、その

辺をもうちょっとしっかり力を入れてやっていかないと、この繰り返しになっ

てしまう。若い人を不幸にしてしまうというようなことを強く感じます。その

点いかがですか。 

 

野中農政総務課長 

  ただいま、委員から、委員の経験を踏まえて、大変温かい御助言をいただき

ました。繰り返しになりますけれども、できるだけ職場内がそういう雰囲気を

とにかくつくれるように、あらゆる機会を通じて、研修とかを通じて、雰囲気

づくりをしていきたいなと考えております。そういうことをすることによって、

委員が言われるような温かい職場づくりというふうになるのではないかとい

うことで、これからそれぞれの職員がそれぞれの立場に応じて役割を分担して、

そういう職場づくりにつなげていきたいなと考えております。 

 

髙野委員  総花的にいい話が出て、それに対応するまたいい話も出たんじゃないかなと

は思いますけれども、実質的には、何となく表の部分だけをいい話で飾ってい

るような、お互いのエールを交換したみたいな、私にはそんな気がするんです。 

  まず、職員というものはどうしなければいけないのかという、特に発注３部

の職員は、私はもっと県民サービス、住民サービスのためにやっているという

ことをまず自覚をしなければいけないのではないかなと思います。これは、た

またま、請負業者Ａ社と書いてあるけれども、この人、はたはたかわいそうか

なとか、はたはたこの人のおかげでみんながよくなったかなと。私、こういう

話、いっぱい聞いていますよ。だけど、それは住民サービス、県民サービスの

ための機関ではなくて、この前も土木の技監にも言ったんだけれども、「あな

たたちは県民サービスをしているんじゃないじゃないか」と。いまだに、やら

せてやっているという気持ちがあまりにも強いんじゃないかなと思いますし、

私はまずその辺の意識を変えていかないと、この問題を契機にこういう問題は、

今からかなり多く出てくるような気がしてなりません。 

  もう１つ、それ以上に感ずるのは、先ほど農政部長が頭を下げて謝った。こ

の前の本会議のときにも私、言おうかなと思ったんだけれども、１つだけちょ

っと聞きたいんだけれども、農政部長、その職員を知っていますか。 

 

松村農政部部長  この対象となった職員に直接会ったことはございません。 

 

髙野委員  直接知らなくても、上司が頭を下げなきゃならないと。これは変な話ですけ

れども、知事は今、職員の不祥事で、報酬が１２％減だそうです。また、甲府

市長は、就任してから三、四年目に行き合ったら、「おい、参っちまうわ。お

れは丸く報酬をもらったのは就任して２カ月だけだ。あとはすべての部分で、

おれにまで罰則がかかって、給料を満タンにもらえちゃいん」と。だけど、直

接知らない人が罰則だけは受け、テレビで頭を下げ、これは変じゃないかと。

やはりやった人が直接、その直の上司とその部分で謝ることができるのであれ

ば、私は不祥事は少なくとも３分の１は減ると思う。全然知らないのに、いつ

のときでもそうだけれども、謝りながら、「何でおれが謝らにゃならんだ」と

いうふうな気持ちでみんな謝っているんじゃないかと。「おれはそんなやつは

知らねえよ。何でおれが頭を下げなきゃならない？」。総務部長が謝ると、総

務部長も謝るのは飽きたから、悪いけれども、次長にしてくれよみたいな、ど

うもそんな雰囲気が漂っているような気がして仕方がありません。 

  農政部、また、発注３部も、しっかりと県民サービス、住民サービスのため
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に我々は尊い血税から給料ももらっているという自覚をまず持てば、私はこれ、

３分の１は減ると思いますし、解決方法の１つとしては、そういう方法もある

んじゃないかなと思います。部長が先ほどの一職員のことで頭を下げる。でも、

直接は知らないと。これはどこの部署で不祥事があっても、どこの部署でも全

部そうだね。だから、何とか部長からも各部局へ話をして、直接、当人と当人

の直接の上司ぐらいでやってもらうような制度にしようというふうな話をし

てもらえれば、私は、多少なりとも減るんじゃないかなと思いますけれども、

その辺についてどうですか。 

 

松村農政部部長  本日、委員会の各委員からいろいろな御指摘、御提案をいただきました。部

としても、先ほども申し上げましたが、６日に所属長を集めて、今回の件につ

いてよく話し合い、今後の糧とするあり方を議論する場を早々持とうと思って

おります。いただいたお話につきましては、その場で部のメンバーと議論をよ

く重ねていきたいと考えております。 

 

髙野委員  なくなることは無理だろうけれども、なるべく減らすこと。例えば教職員の

不祥事なんかにおいて、教職員の不祥事はもうかなり前からわかっているんで

すよ。でも、どこの地区の教育区へ押しつけるのかという、そんなことがわか

っていて、もらうなんてとんでもないなんて、甲州なんかの教育委員会では言

っていますけれども、やはり発覚したら素直に謝罪をするということについて

は、私は当然、当人がやるべきことだと思います。何でそこまで隠さなければ

ならないのかなと。個人の部分ですから、何でそこまでみんなでかばわなけれ

ばならないのかなと思いますし、そういう意味では、今回はたまたま農政部だ

ったから、農政部でこういう意見もあったと全庁へ強く言っていただきたいな

と私は思いますけれども、いろいろな人が話をしてもしょうがないから、農政

部長、どうでしょう。 

 

松村農政部部長  本日いただいた各委員からの御意見につきましては、部内だけではなく、今

後の県庁の再発防止に向けても、当然、重要な関与がございますので、しかる

べき部局に、農政部からの本日の委員会の御提案という形で説明をさせていた

だきたいと思います。 

  なお、本日公表させていただきました職員でございますけれども、処分につ

きましては、停職６カ月という処分と、あとは、本人に退職願いの提出を促し、

諭旨免職扱いになったというようなことを聞いております。あわせて御報告さ

せていただきたいと思います。 

 

土屋委員  委員さん方が非常にきれいな質問をされているんですけれども、こういうこ

とは二度とあってはいけないんですね。二度とあってはいけない。ですから、

やはりこの案件を徹底的に解明して、二度とこういうことがないようにしない

と。今、先ほどの議論を聞いていると、いくらかまだお化粧のような質問であ

り、答弁もそんなふうに受けとめられるんですね。 

  例えばこの事件は、平成２０年度の発注工事であって、出納閉鎖の２１年５

月３１日までには決裁が済んでいるわけでしょう。それで、２２年１０月にこ

の事件が発覚するというのはちょっとおかしいじゃないですかね。今、示され

たこの資料だけでいっても、１年も１年半もおくれてこういう事件が出てくる

ということは、その間に相当のいろいろなＡ業者と当局のやりとりがなければ

……。報告の一部は、なるべく大きくならないように記されているわけですけ

れども、この資料だけからいっても、私はいろいろなものが欠けているんじゃ
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ないかなと思うんですが、いかがですか。 

  ２０年度の工事で、暦の上でいえば、２１年５月３１日までには全部お金を

払ってあるわけでしょう。それで、１１０余万円の工事差金が実は設計ミスだ

ったと。途中、設計変更をして、こういう設計変更をすれば、決裁もしている

わけですから、公印の管理も不十分であったと。そういう部分をもう少し解明

していかないと、あんまりオブラートで物を包むような議論では……。こうい

うことは再びあってはいけないことなんですよ。その辺どうですか。 

 

有賀耕地課長  経過について御質問がございましたので、経過についてもう少し説明させて

いただきます。この工事は２０年度に発注をいたしました。最終的に、２０年

度の末、３月になりまして、その主任が設計の中から欠落した状態を隠したま

ま、最終的には３月に現場が終わりまして、精算をしておるわけです。その足

りなかったお金について、上司に相談せず、決裁に付さなくて、契約書を勝手

につくったと。それが２１年８月になってということでございます。 

  その後、当然、請け負ったＡ社のほうが支払いの請求をしておったというこ

とでございますけれども、支払いにつきましてたびたび請求しておるわけです

けれども、何かいろいろ理由をつけて引き伸ばしてきたということです。Ａ社

としても、その監督員が質問なりすれば、回答してもらっていますので、相手

が官公庁ということで信用していたということですので、その間約１年弱ぐら

いでございますが、Ａ社のほうは信用していた、上司のほうはその状況に全く

気づいていなかったということでございます。ということで、周囲の職員が気

づいていなかったということで、本年の７月にその事案が発覚したということ

でございます。 

 

土屋委員  有賀課長の説明はうなずける説明ですけれども、公的機関の取り組みという

のは、契約行為がされ、そして、工事に着工して、途中、中間検査とか、ある

いは完了検査とか、いろいろなところでいろいろな職員がチェックしているわ

けでしょう。ただ一部の職員とＡ社だけで工事をやっているわけじゃないと思

いますよ。私は土木業者じゃないから知りませんけれども、私の経験からすれ

ば、このある職員とＡ社だけの２人きりでやっていると。しかも、金額は６,

０００万円を超える金額だと。大きい金額ですよ。そこら辺の説明が十分され

ないで……。 

  監督はだれがやっているか。契約をしたその職員が現場の監督をするわけじ

ゃないでしょう。農政部の中にちゃんと検査係もあるでしょう。だから、もっ

とずっと前にこういう事案が出てくれば、職員の処分も軽くて済むし、今、部

長の説明ですと、こういうふうに引き伸ばしたがために、罪の上塗りといいま

しょうか、職員にも非常に厳しい結論を出さなきゃならないような結果になっ

たと思うんですよ。その点はいかがですか。途中、工事検査や何かはなかった

ですか。 

 

有賀耕地課長  監督員につきましては、平成１８年度から、３人の監督員体制ということで、

これは公共３部でやってございます。実際に担当する職員と、２人目の監督員

として担当のリーダー、それから、その工事の規模によりまして、担当課長も

しくは施工管理幹という３人で現場を担当しています。これは３人が常に一緒

に活動するということではございませんでして、上位の監督員は、部下の若い

監督員を指導したり、先ほども質問がございましたが、技術力を向上させるた

めに、先輩の監督員が現場で技術を教えるとか、そういった形で監督をしてご

ざいます。当然、３人の監督員がおりますので、現場の状況につきましては、
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それぞれ単独で行く場合もございますので、それについてはお互いに打ち合わ

せなりをしながら進めていかなければならないということで、そういった中で、

今回の事案については、報告も十分にされておらなかったということです。 

  また、検査につきましては、年度末に検査員が検査しております。検査につ

きましては、変更の最終の設計書の中には欠落した部分は入ってございません

でしたので、その欠落した部分を隠したまま最終まで行っておりますので、そ

この部分は検査の時点でも当然検査できなかったということでございます。 

  今後の改善策も含めまして、その辺の監督員同士の意思疎通をもっと綿密に

するとか、あるいは、相談がしやすい環境づくりといったことが重要だと思い

ます。 

 

土屋委員  今後の取り組みのことは先ほどほかの委員が質問されておりますから、本件

のこういう案件が、いわゆる事件が出てからの取り組みじゃなくて、この間な

ぜ防げなかったかということを私は尋ねたいんですね。期間が長過ぎたという

こと。県の公務員であるゆえ、いわゆる全体の奉仕者であるから、Ａ社は信用

していたという説明だけれども、おそらくＡ社も相当……。１００何万円、ど

の部分がどのように書類上落ちていたか、私はわかりませんけれども、設計変

更契約をしているわけでしょう。その設計変更契約をいつやったんですか。そ

の説明がない。そういうことももう少し明瞭に説明がないと、これ、何となく

おっかなびっくり、委員会が通ればいいというふうな説明文書ですよ。 

  この文書だって、私からいえば、正しい文書じゃないんですよね。私が指摘

したように、工事検査も３人でやったと。だから、検査員は、将来のこういう

ことがないように、あるいは現場を１日も早く覚えるという意味で、３人でや

っていると、これはうなずけますよ。だけど、まだこういう事案が起こる可能

性があるというような議論が先ほどからされているから、こんなことはあって

はいけないんです。絶対、公務所においてこういうような事案がもう二度と再

び起きてはいけないという前提でものを言わないと、この委員会の権威にもか

かわるから、私は声を荒げて言っているわけですね。 

  そういう点で、設計変更契約がいつされたのか。設計変更契約には、もちろ

ん公印が押してあるはずですよ。この不祥事を起こした職員が全部、公印を１

人で持っているわけはない。おそらく所長とか課長とかそういう方じゃないと

公印を使えないと思うんだけれども、公印の使用規程がちゃんとあるでしょう。

そういうことからいけば、この説明だけでは十分じゃないので、設計変更契約

をいつしたのか。 

 

有賀耕地課長  当初、工事につきましては、お手元の資料の１ページ目の一番下になります

が、２０年９月１１日に入札してございまして、２１年３月４日に変更契約を

いたしました。当初、積算から漏れていた項目につきましては、本来ですと、

この３月４日の変更契約のときに、誤りの訂正という形で変更の中に入ってく

るべきものと考えております。しかし、当時の主任がそこの部分を隠したまま、

変更契約をしてしまって、そのまま工事を完了させて、支払いをしたというこ

とでございます。ですので、先ほどの公印の使用については、そもそも変更契

約で本来支払うべき金額相当分について、その主任が２１年度になりまして、

不正処理の不正な契約を単独で行ったということでございます。 

  それで、３月４日に変更契約を結んだ時点では、それは当然、Ａ社のほうか

ら支払いの請求が来てございまして、それについては、主任が、差額は設計業

者に補てんさせるという話をしまして、その後、不正な契約を締結したという

ことでございます。 
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土屋委員  くどいようで悪いんですが、１０日間、工期を延ばしたんだね。設計変更契

約に基づいて、最終の工期の３月１３日を３月２３日まで工期延長したと、設

計変更によって１０日間変更したと、こういう理解でいいですね。 

それからもう１点、この１１０万円余の部分は、こういう工事のどの部分か

ら１１０万円削ろうとしていたのかどうか。職員では発見しづらいのか、専門

のポンプとか、こういう機械といいましょうかね、非常にはっきりしづらい箇

所であったのか、普通の一般土木工事であったのかどうなのか、そういうこと

もまだはっきり説明がないので、私たちは理解がしにくいわけですよね。 

 

有賀耕地課長  まず、１点目の変更契約でございますが、３月４日に変更契約を締結した際

に、１０日間の工期延長がございます。この工期延長したものにつきましては、

現場に配管をした折に、設計どおりにどうしても現場におさまらなかったとい

うことで、その部分のところが変更になってございます。その関係で１０日間

の工期の延長をしてございます。 

  それから、当初、欠落した部分の部材的な内容でございますが、普通の土木

工事の場合は、例えばコンクリートの価格とか、設計積算する場合の積算項目

がかなり少ない工事であるのに対して、今回の設備工事と申しますのは、ポン

プがありまして、そのポンプ周りの配管、電気関係、それから、当然、コンク

リート関係の工事もございまして、いろいろな工種がございまして、かつ、多

種多様な配管材料があるということで、非常に複雑な積算をしなければならな

かったという工事でございます。 

  欠落した内容といたしまして主たるものとしては、配管の材料のある一部分

が欠落しておりました。また、その配管に必要な土工がまた一部欠落しており

ました。ほか、幾つかのそういった配管に必要な資材が欠落してということで

ございます。 

 

土屋委員  大体わかりました。この６,０００万円は、要するに加圧機場内における揚

水ポンプ２台の据えつけ工事ということですよね。 

  そこで、先ほど当局の説明の中に、この職員は初めてこういう現場と請負と

この事業の施工の担当に当てられたという説明があったんですね。だから、今

からの改善策としては、やはり初めてこういうような難しい現場に携わる職員

には、その上の上司がある程度気を配るような取り組みをすることが、二度と

再びこういうような案件が出てこないことだと私は思うんですね。 

  今までは上司の下について、現場を歩く。あるいは、いろいろな公文書の作

成をするという作業をやってきたけれども、初めて今度は自分が責任を持たさ

れたということであれば、初めてであるがゆえに、その上に課長なり課長補佐

のような人をつけておくということも、こういう案件が二度と再び出なくてい

いんじゃないかなと老婆心ながら思うので、そういうような取り組みをして、

もう二度と再びこういうような案件がないように、私は強くこの農政商工観光

委員会の委員長名ぐらいで要請をしておきたいと。甘い処理はだめだと、こう

いうことで、私、主張しておきたいと思います。 

  もし私の意見に反論があったら、だれでも言ってください。時々起こるみた

いなことを言っているのは、まずいですよ。 

 

清水委員  いろいろと話は尽きないわけでございますけれども、そういったことであれ

ば、この中で審議会なりによって再度検討すると。その辺までいかなくて、今、

土屋委員が言ったように、農政商工観光委員会の皆さんがそれをどうにかやる
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か、どちらかだと思うんですね。このままやっても、どこまで行っても平行線

だと思うから、この委員会はそういう１つの切り口だね。答えはいいです。要

望します。 

 

       （鳥獣害防止対策について） 

土橋委員  収穫時期が終わってからと思っていたことなんですけれども、耕作放棄地が

日本一だという話がよく出てきていますけれども、私なんか、甲府にいると、

イノシシとか熊とかシカとかというのは結構遠いところの話のように感じて

いたんですけれども、きのう、武田神社のすぐ上の相川地区の人たちに聞いた

ら、大体３００坪の土地にお米を植えている。それで、あの辺の人たちは、ホ

タルを守るとかで、除草剤をまいたりということはあんまりしないようにと一

生懸命つくっているんですけれども、１反の土地で米が一粒もとれない。今ま

でも何回か、だんだん少なくはなってきたんだけれども、とにかく１反の土地

で……。それで、農協の関係か県の関係かわからないんですけれども、それを

申請したら、お百姓さん１人なんだけれども、１０人で調べに来て、この１列

をとってみてくださいとかということをやられて、１列ずっととったけれども、

米が１粒もとれないと。 

  そのときの話の中で、これ、森林環境部の関係になってしまうのかもしれな

いけれども、今、自然動物を見たかったら、あの辺へ来いと。熊もいれば、シ

カもいれば、イノシシなんかごろごろいるぞというような話が出ているという

ことなんです。北の山つきも、もちろん東光寺から川田町のほうまで全部そう

なんですけれども、耕作放棄地が増えて困るなんていっても、これじゃ、もう

つくる気がしないと。 

  それで、新しく要害のほうへ向かっている道の左側は、もうほんとうにどん

どんシカもいるというのが、昼間でも見られる。その右側には田んぼとかがあ

るんですけれども、一時、何かいいムードだなと思ったのが、やはりホタルを

守るためにほとんどそういうものをやらなかったら、つぼが出てきた。つぼが

出だしたら、鶴みたいな鳥が飛んできて、別につぼを養殖しているわけじゃな

いから、それもいいかなと思っていたけれども、さすがに１反で１粒も米がと

れない時代がきてしまったのでは、このままではやっていけないという話を、

ほんとうにきのう、おとといに聞きました。 

  それで、調べてもらったらしいけれども、ほんとうに１反で１粒も……。イ

ノシシにみんなやられたと。イノシシが米を食うんですかと言ったら、米を食

って、運動会までやっていると。雑食だから、ほんとうに腹の中は、今の時期

は米だらけというぐらいの状況だよという話を聞きまして、その辺の対策をち

ょっと聞かせていただければと思います。 

 

齋藤農業技術課長 

  鳥獣害防止対策については、それぞれ各市町村で鳥獣害の防止対策にかかわ

る計画づくりを、今、進めていただいています。その計画に基づいて、国の補

助事業とか、県単事業を通じて、防止柵とか、電気柵とか、そんなような形で

順次整備をいたしているところでございます。そういう面では、被害の多いと

ころについては、計画的に防護柵の延長をしたり、電気柵をつくったりという

ふうな形での整備をしています。 

  また、個々の圃場等についての整備については、総合農業技術センターで開

発をいたしました簡便な施設、経費の非常に少ない防護柵が設置できるような

技術も確立してございますので、それらを通じて、個々の圃場についてはでき

るんですけれども、地域的な防除ということになりますと、やはり鳥獣害の防
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除の総合対策交付金とか、そういうようなものを活用していきながら、地域全

体として防護するような対策について、県としても補助をしていかないといけ

ないと考えております。 

 

土橋委員  たまたま私も突発的に、きのう、おとといの休みのときに聞いた話ですから、

突然の質問にはなったんですけれども、市のことだから、市で陳情を上げてこ

いということでいいんですか。 

 

齋藤農業技術課長 

  それぞれ具体的に計画的に整備するところについては、市の鳥獣害防止計画

がございます。あと、突発的な鳥獣害の駆除については、有害鳥獣の駆除とい

うふうなところでもございますので、そこら辺は一応、市町村が窓口になって

います。駆除対策といいますか、管理、捕獲をする段階の部分については、市

町村が窓口になってございますので、そこら辺については市町村にお願いする。

また、恒久的なところについては、地域全体の防護柵とかというところになり

ますと、やはり市の計画に基づきながら、交付金等を活用していただいて、整

備をしていただくというふうな形で取り組んでいただければありがたいと思

います。 

 

土橋委員  何か笑い話になってしまうかもしれないんですけれども、例えば我々がゴル

フをしに行くと、ゴルフ場の周りに２本ぐらいの電気のあれがありますよね。

「あれをやればいいじゃん。あれだったら、そんなに金がかからんら」みたい

な簡単な話をすると、あれは結構、やはり草が出てきて、草が当たったりして

も、ショートしてもうきかなくなってしまったり、あれをすることによって、

いつでも、そこに年中行って、ものすごくきれいにしておかないと、何かが当

たるとだめで、結構面倒くさいものなんだよなんていう話を聞ききました。で

は、もっとしっかりした、映画に出てくるような、「ジュラシック・パーク」

みたいにすごいやつを全部つくるのかという話になると、イノシシやシカ、熊

を守るために、おりの中で自分たちが生活しているような状態になってしまう

んじゃないかみたいなことも考えられるんですよね。 

  だから、こういう問題というのは、ほんとうに、特に町村とか、小さくなれ

ばなるほど、いろいろなことでもって難しい差が出てくると思うんだけれども、

県が主導で、こういうところはこうで、こうするしかないから、こうやったら

どうだとかという指導は、町村が小さくなればなるほど、県のほうからどんど

ん積極的にしていってやらないと、お百姓さんがいなくなってしまいますよね。

町の中にある畑でつくるくらいはできても、山つきのところは、１反苦労して

米が１粒もとれなかったという話を聞いたら、ほんとうに気の毒になってしま

って。よろしくお願いします。今後、それ、もっと勉強してみます。 

 

       （耕作放棄地対策及び担い手対策について） 

浅川委員  今、土橋委員が耕作放棄地のことを言ったんですが、耕作放棄地と担い手は、

つながっている部分だろうと思いますが、９月の初旬でしたか、委員会で耕作

放棄地の勉強をしたわけでありますが、重複する部分もあると思います。御勘

弁を願いたいと思います。 

  県は、先ほど１位なんて言ったけれども、山梨県は２位なんですよね。長崎

県に次いで２位なんですが、もう２年ぐらいたちますか、農業ルネサンス大綱

の中で、この５年間の中で耕作放棄地を解消するという計画を立てた中で、昨

年度はどの程度、目標数値と実績が出たのか、その辺をパーセントと面積で教
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えていただきたい。 

 

山本農村振興課長 

  委員の御質問は、昨年度の耕作放棄地の解消面積とその率ということでござ

います。まず、昨年度の耕作放棄地の解消面積でございますけれども、新たに

創出されました緊急雇用創出事業を活用した耕作放棄地整備景観保全事業と

か、国の直接採択によります耕作放棄地再生利用緊急対策交付金、また、県の

単独事業でありますけれども、新たな担い手として企業参入を行うことを支援

する企業的農業経営推進モデル事業などによりまして、１９５ヘクタールの耕

作放棄地を解消しております。 

  もう１点の御質問でございますけれども、先ほど委員もおっしゃったように、

センサスの中では１４.７％ということでの２位ということでございますが、

これもルネサンス大綱で、平成２８年度までに６.２％まで下げるということ

でございますけれども、これは５年に１度のルネサンス大綱での数値というこ

とで、現時点でのパーセンテージは現在のところ、把握してございません。 

 

浅川委員  耕作放棄地対策も大変なことでありまして、その辺も承知しているわけであ

りますが、私も昨年度、ちょっとお手伝いをさせていただいた部分があるんで

すが、やはり大きい耕作放棄地を解消するためには、企業の参入がどうしても

必要だろうと思いますが、昨年の企業の参入はどの程度あったのか、説明して

いただけますか。 

 

山本農村振興課長 

  先ほどの１９５ヘクタールの中に占めます、企業の農業参入の面積というこ

とかと思いますが、昨年度は、建設業者さんなど１０社が参入いたしまして、

解消面積にいたしますと、６ヘクタールの契約を行いました。 

 

浅川委員  新規就農とこの辺がちょっと入り乱れて質問しますが、たまたま今日の新聞

に、新規就農に人材続々なんていう、ちょっと楽しい話題が書いてあったわけ

でありますが、今年、研修生を２２人ですか。その中でかなりの人たちがこれ

からもやっていきたいという話も書いてあったり、また一方、不安もあったり、

いろいろするわけでありますが、こうした人たちが新規就農する場合、畑と果

樹に分かれて働いているようですが、その辺、どの程度、１人の耕作面積はで

きるんですか。 

 

大島担い手対策室長 

  新規就農者につきましては、平成２１年度、新聞等にありましたとおり、３

０年ぶりに１００名に達したところであります。この大きな要因としましては、

新規参入者が特に多くなっているわけです。新規就農者の中でも、耕作放棄地

を利用していただいているのが、農地を持っていらっしゃらない新規就農者が

中心になっております。 

  新規就農者がどの程度耕作放棄地を利用しているかといいますと、具体的に

は調査しておりませんけれども、北杜市に昨年度参入した５名を調べてみます

と、合計３.９ヘクタールの耕作放棄地を利用しております。そういう面でも、

耕作放棄地の活用において、新規参入される方々が大きな役割を果たしている

と考えております。 

 

浅川委員  多分、北杜市の野菜のほうは梶原農園だろうと思うんですが、あそこから出
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た方たちが、ほんとうに畑で野菜をつくるということになってやっていく中で、

ほんとうにお手伝いをしなければ、１町歩は無理でしょう。そういう部分でい

うと、県はそういう方たちにどのような支援をしているのか、支援策があった

ら、教えていただきたい。 

 

大島担い手対策室長 

  先ほどもお話ししましたとおり、北杜市の３.９ヘクタールを利用された

方々は、新規参入者で、野菜に取り組まれている方であります。この方々につ

きましては、非常に面積が要ると。特に有機栽培をされるということですので、

２ヘクタール以上の面積がないと経営できないんではないかなと考えており

ます。そのため、圃場整備をした圃場とか、一連の大きな農地につきまして、

できるだけ優先的に使っていただけるよう、補助事業等を含めまして、指導し

ていきたいなと考えております。 

 

浅川委員  よくわかりましたけれども、実は耕作放棄地もだけれども、もう間もなく耕

作放棄地に入りそうな、耕作していない土地、遊休農地、これも含めて、北杜

市はかなりの面積がありますので、こんなところの中で企業参入という部分は

やはりほんとうに必要ですし、企業参入が図られないと、大きな遊休農地の発

生やら、また、耕作放棄地の解消にはならないと思います。昨年はどの程度の

企業が参入しているのか、ちょっと正確に教えていただければ。 

 

大島担い手対策室長 

  昨年の実績ですけれども、１０社参入しております。今年度は、９月末現在

で４社が参入しております。トータルで４３社が参入しておりますけれども、

このうち、休眠状態の企業もあります。相変わらず企業の参入志向は高い状況

にあると認識しております。 

 

浅川委員  この部分は非常に大切ですし、農政部としても、担い手対策室を今年度つく

ったわけでありますので、ちょっと話は飛びますが、商工の企業立地の部分と

似ていると思いますので、今、こういう厳しい時代ですので、ぜひ頑張ってい

ただきたいと思います。 

  そこで、実は、予算にもなったわけでありますが、特に建設業の方たちの参

入に対して、調査費等々の予算づけをして、それを使い切って、今回、補正が

組まれたようなんですが、あれ、所管が土木ですよね。もしわかったら、その

辺を教えていただければ。何社ぐらいが参入して、どの程度進んでいるのか。 

 

大島担い手対策室長 

  県土整備部では、建設業の新分野の進出につきまして、支援をしております。

平成２０年から平成２２年まで３年間の支援をしているところですけれども、

３２企業が新たな分野に進出しており、そのうち９企業が農業分野であります。

いずれも農政部と県土整備部が連携をしながら、参入に対して支援を行ってお

ります。 

 

浅川委員  先ほど、冒頭、部長が多分、頭を下げた部分のところだと思うんですが、明

野の茅ケ岳地区の企業参入というんですか、２社がありますね、日本農園と村

上農園、多分ここのポンプだったんだろうと思うんですが、契約はかなり前か

らなさっているようですが、この辺の今の進捗状況がわかったら教えていただ

けますか。 
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山本農村振興課長 

  委員の御質問は、北杜市明野で進められている大規模法人の農業参入という

ことについてかと思います。まず、平成２０年４月に、村上農園及び日本農園

と協定を締結して、参入することが既に予定されていましたが、このたび、村

上農園につきましては、水耕栽培によりますカイワレダイコンの大規模栽培を

行うべく、用地が約４ヘクタールほどございますけれども、この中に１.３ヘ

クタールほどのハウス２棟の建設に着手する運びとなっております。 

  日本農園におきましては、平成２０年４月の協定締結以降、計画書は提出し

ていただいておりまして、それによりますと、平成２３年７月ごろからの着手

という計画になってございますが、契約締結後にまだ具体的な話は来ておらな

いというような状況になっております。 

 

浅川委員  地域の雇用も含めて、ここの永井原地区につきましては、山本県政のころか

ら、私も議会でも何回も質問させていただいたわけでありますが、かれこれか

なりの年月がたっていますので、着地に向かって、最大限、県のほうも、農政

も、資金援助の話があるのか、バックアップがあるのか知りませんが、その辺、

課長はどんなふうにとらえておりますか。 

 

山本農村振興課長 

  ただいまの委員の御質問は、先ほどの明野地区における施設整備等に係る支

援というようなことかと思います。今回、２３年度からの生産という形でハウ

ス２棟の建設に着手するというふうな形でおりますが、まだ具体的な建設事業

費等が私どものほうに来ておりませんけれども、農業参入をされる際には、国

の支援制度等もございますので、また具体については協議を通じて、支援制度

を活用できるのであれば、その辺を勧めていきたいと考えています。 

 

浅川委員  私も資金的な流れがよくわからないんですが、よく言われている、Ｌ資金だ

か、Ｓ資金ですか、そういった部分があるようですので、この辺は、新たに誘

致する企業もそうですが、最大限に前面に出しながら進めていただきたいと思

いますが、いかがですか。 

 

大島担い手対策室長 

  参入を希望する企業に対しましては、年々経営的に厳しいということで、参

入する企業も承知しております。その面で、参入に当たりまして、相談で十分

に意見交換をさせていただきまして、その企業が参入に当たって必要な農地の

確保、生産技術、販路の確保、それから、資金の面、いろいろな課題を解決す

る面があると思います。それに当たりまして、市町村、また関係機関と連携を

しながら、また、農政部に関係する補助事業、また、資金につきまして積極的

に支援する中で、適切な支援を行ってまいりたいと考えております。 

 

浅川委員  耕作放棄地については最後の質問にしたいと思いますが、いろいろな企業が

ありますけれども、やはり大島室長、御案内するときに、草ぼうぼうの土地、

山の中へ連れていっても、企業の人たちも多分イメージがわかないと思うんで

すが、半分造成するような形、造成というか、場所をつくってあげて、やるよ

うな計画はあるんですか。 

 

山本農村振興課長 
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  委員の御質問は、要は、企業が参入するときには、ある程度の一団の農地が

ないと、なかなか耕作放棄地を見せられても、参入が難しいんではないかとい

うようなことだと思います。こうしたことは、私どももそのとおりだというよ

うなことで、企業の農業誘致を円滑に推進していくためには、やはり企業に営

農のイメージを想像できる一団の農用地が必要であるというようなことを、今

おっしゃるように、当然考えてございます。 

  こうしたことから、今年度、緊急雇用創出事業を活用しました企業の農業参

入推進事業を創設しました。この事業の実施地区といたしましては、養蚕の衰

退であるとか、あるいは農業者の高齢化によりまして耕作放棄地となっており

ました、北杜市須玉町の笹場地区、約１５ヘクタールでございますけれども、

この一団の農地をモデルに選定しまして、本年１０月中旬ごろを目途に耕作放

棄地の再生整備に着手していきたいということにしております。 

  また、当然、参入企業とのマッチング等もございますので、参入企業につき

ましては、担い手対策室と連携をして、幾つか打診をしたところでございます

けれども、県外の企業からも強い興味を示していただいておりまして、今後、

詳細について具体化するように打ち合わせを進めていきたいと考えてござい

ます。 

 

浅川委員  あと、担い手のほうを１つだけ質問して、終わらせたいと思います。今日の

新聞も見る中で、かなり希望に燃えて来ても、土地勘がない、よそから来た人

たちに対して、地域も含めて、応援隊というんですか、地域の長老も含めて、

そういう人たちが、入り込みやすい、また定着しやすいような環境づくりをし

ていただきたいと思いますので、これはどこの課かわかりませんが、そんなこ

とは考えておられますか。 

 

大島担い手対策室長 

  今回、県では、新規就農者の確保につきまして力を入れておりまして、就農

定着制度、それから、農業協力隊制度を今年から新たに新設または拡充をして

いるところであります。この方々が今後、就農に当たりまして、農地の問題、

販路の問題につきまして、県だけでは支援できませんので、今後、市町村の方

にもこういう方々をよく知っていただいて、また、いろいろな面で、県以外に、

ＪＡさんにも御支援をいただき、総合的に支援をしていきたいなと考えており

ます。 

 

浅川委員  最後になりますが、せっかくここまでいろいろこういうふうに質問させてい

ただきましたけれども、耕作放棄地対策と担い手対策について、部長の思いが

ありましたら、お伺いしたいと思います。 

 

松村農政部部長  今、委員から御指摘ありましたとおり、まず私たちは、担い手対策と耕作放

棄地対策はぜひ一体的にとらえて取り組んでいきたいと思います。耕作放棄地

対策を推進する上でも、担い手対策は、言葉を変えると、重要な役割を果たす

ということになろうかと思いますが、この担い手対策は、私たちが進めるに当

たって、しっかりと参入したい方のニーズを踏まえて取り組んでいきたいと思

っております。 

  家族経営体のような形で新規参入を志す方にとっては、農業協力隊、もしく

は、今年から篤農家の方々のお力をかりて取り組み始めた定着支援制度、これ

らを軸に展開していきたいと思いますし、もう１つの大きな柱である企業の参

入につきましても、同じように、企業のニーズをしっかり踏まえて取り組んで
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いきたいと思います。 

  これまでも企業で参入を希望する方の意向に沿った、オーダーメードの形で

の基盤整備を進めてきたんですけれども、ただ、最近、よく私たちが感じるよ

うになりましたのは、企業が参入するに当たって、やはり迅速な対応をしっか

りしないと、なかなかほかの県に負けない誘致力につながらないなということ

を思うようになりました。 

  よく聞くのは、だれに相談すればいいのかということと、参入したいけれど

も、土地はあるのかと、大体この２つの事項に集約されると思います。県の組

織におきましては、今年から担い手対策室はつくりましたけれども、あわせて、

農地活用の専任の担当も置かせていただきました。また、土地に関しましても、

水土里ネットという、農地の情報を県が把握できるツールも整いつつあります

し、先ほど農村振興課長から説明がありましたとおり、緊急雇用対策なども活

用して、あらかじめ一定の農地を用意して、企業からのオーダーがあったとき、

すぐ対応できる体制も整えていきたいと思っています。 

  山梨県でございますけれども、首都圏も近いということもあります。また、

北杜市の方面は、イメージ的にも、首都圏のレストランなどで使いたい野菜を

ここでつくってみたいという企業のオーダーもよく聞きます。そういう声が来

たときは、今言った、専任の対応性とあらかじめ用意している農地の量で他県

に負けないように取り組んでいきたいと思っております。 
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主な質疑等 商工労働部・労働委員会関係 

 

※第７５号  平成２２年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中農政商工観光委員

会関係のもの、第２条繰越明許費中農政商工観光委員会関係のもの及び第３

条債務負担行為の補正中農政商工観光委員会関係のもの 

 

質疑      なし 

 

討論      なし 

 

採決      全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

※所管事項 

 

質疑 

 

（企業立地について） 

土屋委員  先ほども部長からお話がありましたように、日本全国、景気低迷が続いてい

るわけでありまして、やや持ち直したという話は全国テレビも同じような話を

されているんですが、実際のところ、まだそんなように上向いているようには

実感が伴っていないと思うんですね。 

  そこで、安藤室長にお伺いしたいんですけれども、本会議の議論の中で、２

２年度中に企業が５６社ぐらい立地をしたという話があったんですが、立地さ

れた企業がどれぐらい現在あるのか、示してもらいたいと思います。 

 

高根産業立地推進課長 

  ただいまの５６件ですけれども、企業立地動向調査で、ここ３年間、平成２

０、２１、２２年の延べ件数が、平成１９年の本県への企業の立地件数が２０

件、平成２０年の立地件数が２１件、平成２１年の立地件数が１５件でありま

すので、この３つを足しますと５６件ということで、本会議の席上、その件数

につきまして、質問がありました。 

 

土屋委員  件数でいくと、すばらしい、当局の御努力、成果が示されているんではない

かと思いますが、この５６件の企業の立地に伴って、社員がどのぐらいいるの

か。 

 

高根産業立地推進課長 

  企業立地動向調査ですけれども、この調査といいますのは、企業がその土地

を取得したときを全国一律の基準日として１件という形で数えておりまして、

その後、地質調査、測量、建物をつくって、操業しますので、通常ですと、土

地を買って、早くても２年から３年ぐらいで操業に至りますので、現時点のこ

の５６社が全部で幾人かというのは把握しておりません。 

 

土屋委員  本会議で聞いて、５６件というと、１万人ぐらいの社員が増えたのかなと、

聞く側にとってはそう聞こえるんですね。今言った詳しい説明がないから。５

６件、３カ年間で企業立地がされたということになると、その企業に対する期

待、従業員が確保されたんではないかと、私をはじめ、皆、思うんですね。で
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も、今の説明ですと、用地を確保して、やがて５６社になるだろうということ

ですね。 

 

高根産業立地推進課長 

  はい。 

 

土屋委員  今現在、どのぐらい社員がいるか大体わかるでしょう。みんな、補助金を出

したりしているんだから。企業立地５６件には、みんな、１社当たり１億円と

か３億円って、立地企業に補助金を出す基準があるでしょう。 

 

高根産業立地推進課長 

  企業立地動向調査につきましては、先ほど説明しましたとおり、１,０００

平米以上という基準がありますので、その土地を取得していただきました企業

の、暦ごとの、毎年ごとの立地件数です。 

  今、委員さんから言われますのは、産業集積促進助成金の関係ではないかと

思います。企業さんが県内に立地しまして、土地を除きました投下固定資産が

５億円以上の案件につきまして、産業集積促進助成金の中で、１割、または場

合によっては５％ですけれども、助成をしております。その延べ件数というの

は、現在まで２１件、総額ですと約３７億円を助成金として企業に交付してお

ります。 

 

土屋委員  なるほど。２１件の内訳は、後でいいんですけれども、私に教えてもらいた

いなと。先に言っておけばよかったですがね。３７億円の助成をして、２１件

の企業が来たと。従業員はどのぐらいになっていますか。 

 

高根産業立地推進課長 

  ２１件に対します増加雇用人数ですけれども、２１社合計で７９２人であり

ます。 

 

土屋委員  もう１点お尋ねしたいんですけれども、本会議でも委員会でも何回も何回も

議論を呼んでいる、本県の大規模の企業が、撤退という言葉はちょっと聞きづ

らい言葉ですけれども、一部ですが、他県へ移動した、東京エレクトロンほか、

何社かあるんですけれども、そこの従業員がどのぐらい県外へ転出したかわか

りますか。わかったら教えてもらいたい。 

 

高根産業立地推進課長 

  非常に難しい御質問なんですけれども、最近のケースですと、まだ移転はし

ていないんですが、東京エレクトロンが仙台へ行くのに、県内から仙台に５０

０人移りますというお話が１つありました。もう１つ、国母工業団地の中にパ

ナソニックがあるんですけれども、そこの部分が、県外というか、実際は国外

に移転したんですが、その時点で２００人強の人数というような形で県内から

県外に移転をしましたケースがあります。 

 

土屋委員  今、２社だけ挙げてくれたんですが、あれもありますね。もちろんパイオニ

アもあるし、ファナックもあるわけですけれども、どんなようになっているか。

今すぐお答えになれなかったら、後でもいいんですけれども、そういう報道が

されているので、どのぐらい他県へ、そういうような大きな会社の社員、従業

員が転出されているのかとか、当然、どこかの機関で調べているはずですよ。 
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高根産業立地推進課長 

  今、手持ちで細かいデータがなくて申しわけありませんので、後で出したい

と思いますけれども、私の記憶ですと、ファナックにつきましては、移転とい

いますより、今、山梨県内でも操業を充実していただいておりますし、一部そ

ういううわさもあったんですけれども、移転までには至っていないと思ってお

ります。 

  パイオニアにつきましては、当時、田富の工場に約５５０人の人が勤めてお

りまして、その人たちの一部は、県内の国母工業団地にパイオニアの違う工場

があるんですけれども、そちらに配置転換がされたり、一部は、パイオニアで

すと、全国にいろいろな工場がありますので、そちらに移転をしたと記憶して

おります。 

 

土屋委員  何となく入りと出が符合するような気がするんですね。本会議場では、５６

件の企業が来たというと、山梨県の人口が１万人ぐらい増えたのかなと。この

雇用環境が悪いとき、経済情勢があまり好ましくないときに、これだけ特筆し

てこういうふうに言われると、雇用状況が本県においては相当緩和されたとい

うか、皆さんの努力によっていい傾向になったというふうに聞いている人たち

は思うんだけれども、今、高根課長との質疑の中で皆さん方もおわかりのよう

に、何となくおおまかでも、７９２人が入ってきて、出た人が千何十人ぐらい

ですか、だから、符合するような気がしてならないんです。もう少し努力をし

ていただいて、パイオニアにしても、東京エレクトロンにしても、そういうよ

うな大きな、将来性のある大規模の企業が来ると、もう少し雇用環境がよくな

るんじゃないかなというつもりで私は質問しているんです。 

  今現在の数値を見ると、出る人と来る人でほぼ同じぐらいなのかなと、聞い

ていてそう思いますよね。課長、どうですか。 

 

高根産業立地推進課長 

  １つは、東京エレクトロンから始まりまして、大手企業さんが県外移転とい

う形で、今、委員さんが言われますように、何百人という方が出ておりますけ

れども、例えば一方におきましては、パナソニックさんの場合ですと、先ほど

説明しましたように、県外へ出たんですけれども、佐賀の鳥栖からまた逆に言

いますと８００人ぐらいが山梨に来ておりまして、全体でそういうところを見

ますと、ほぼツーペイ、行ったり来たりの状況じゃないかと思います。 

  ５６件につきましては、先ほどから説明しておりますように、ここ３年間の

間に土地を買いまして、一部、工事に着手したりとかという形で企業さんが進

めておりますので、その企業立地の成果はやはり２年、３年先に少しずつ出て

くるんじゃないかと思っておりますので、何とぞまた御協力等もお願いしたい

と思います。 

 

土屋委員  わかりました。その点はわかったんだけれども、５６件のその立地企業全部

が操業開始すると、おおよそでどのぐらいの工員といいましょうか、社員とい

いましょうか、確保できるんでしょうか。アバウトでいいです。そんなにどん

ぴしゃでなくてもいいんですけれども。 

 

高根産業立地推進課長 

  この企業立地動向調査では、入りますときに、企業さんの規模とか従業員数

まで細かく把握しておりません。どこの土地をいつ購入したかというところで
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件数を把握しています。非常に難しい質問ですので、今の時点で、５６社が将

来的に何人雇用するかというのは把握しておりません。統計的なこともありま

すし、個々の企業さんにつきましては、やはり県内に入居して、実際に工場を

つくる時点で我々も相談に乗ったり、円滑に工場の建設ができて、操業ができ

るような形でずっと引き続いて支援をしていきたいと思っておりますので、そ

の点につきましては、現時点では把握できていないということで御理解をお願

いしたいと思います。 

 

土屋委員  御理解といっても、なかなか理解できないんですね。なぜかというと、２１

件で３７億円の補助金を、尊いお金を出しておきながら、今、造成中だ、建築

中だなんていうことで、会社の規模もわからないというのでは、あまりにもア

バウト過ぎるじゃないですかね。おおむね、この会社は１,０００人ぐらいの

規模だから５億円出したとか。問題になったところが、どこかもいつかあった

じゃないですか。５億円補助金を出したら、その町へ半分の２億円も寄附した

会社があるでしょう。あえて名前を挙げませんけれども、国税庁、検察庁から

手が入ったじゃないですか。そういうようなことをやっちゃいけないというこ

とを僕は言いたいんです。２１件はわかっているんでしょう、３７億円も補助

金を出しているんだから。社員数がどのぐらいか、わからない？ 

 

高根産業立地推進課長 

  繰り返しになって非常に申しわけないんですけれども、企業立地動向調査と

いうのは、土地を取得した時点をとらえて件数を、先ほど説明しました、この

３カ年間で５６件の企業が山梨県に入居しましたということでとらえており

ます。 

  もう１つ、今、委員さんから御質問のありました産業集積促進助成金につき

ましては、土地を買いまして、建物をつくる時点で、投下する全体の経費がわ

かります。土地を除きます。工場の建物に何億円、機械に何億円ということが

確認できますので、その時点で事業認定を要綱に基づいて出していただきまし

て、大枠の助成額を定めます。操業しまして、具体的にその金額であるという

ことが確認できた時点で、県で助成金を支払っておりますので、つまり、工場

も操業して、どういう状態であるかということが把握できますから、助成金の

ほうでは、投資をした金額もわかりますし、従業員の人数もわかるんです。で

すから、助成金につきましては、操業したものというふうに御理解をお願いし

たいと思うんです。 

  企業立地動向調査というのは、企業さんが土地を買った段階で、本県に何件

入居したかという形で御理解をお願いしたいと思います。ですから、買った時

点ですから、まだ企業の規模とか従業員数がなかなか我々のほうでも把握でき

ておりませんので、例えば５６件で従業員数は何人かと今言われましても、手

持ちの数字もありませんので、なかなか答えることができないということで御

理解をお願いしたいと思います。 

 

土屋委員  通告していないから、調べようがないと思うし、お答えのしようも難しいと

思うんですが、私は基本的には、この２１件に３７億円の助成をした、この企

業の実態だけはこういう席で明らかにしてもいいんじゃないかなと。その５６

件については、今の説明でも理解できるんですけれども、ほんとうは５６件に

ついても、こういう業種で、社員は大体このぐらいの規模、また、景気がよく

なれば、このぐらい増えるような状況だということを、ちゃんといろいろな、

あるでしょう。助成してもらう基準の要件があるわけで、私はまだ見ていない
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ので、それらはもう少し勉強してからまた再度議論したいと思います。 

  ５６件の一覧表を後ほど委員会に出してもらいたいと思う。それから、３７

億円の２１件についても、資料をこの常任委員会に出してもらいたいと思う。 

 

高根産業立地推進課長 

  企業立地動向調査の５６件につきましては、統計上、件数等が公表になって

おりまして、個々の細かい企業につきましては、統計法上の秘密の点から、公

表になっておりません。ですから、何年に、先ほど言いました件数でというこ

とは公表できるんですけれども、個々の細かい点につきましては、統計手法上

の点もありまして、公表は事実上できない……。 

 

土屋委員  そんな答弁はないよ。これは個人情報じゃないんですよ。土地を買って、わ

ざわざ登記して、そこへ会社の工場を建てるというのをよそに出せないという

ばかがありっこないじゃないですか。今から社員を募集したり何かするのに、

その情報がとれないなんてありっこないじゃないですか。県民をばかにしちゃ

いかんよ、そんな答弁は。正式の場所で聞いているんだから。一個人の問題じ

ゃないんですよ。土地を買うということは法務局へ登記をする行為ですから、

そこへは工場を建てる確認申請で、必ず建物を建てるわけですから、秘密にす

ることはないじゃないですか。どうしてそれが出せないんですか。今出せとは

言わない。資料で後ほど出してくれと言っているんですよ。準備する期間があ

ると思うから。 

 

高根産業立地推進課長 

  先ほど説明しているんですけれども、企業立地動向調査につきましては、統

計法の４１条の中に守秘義務というのがありまして、この調査を行うのに、企

業さんの個々の中身につきましては、原則として公表しない。つまり、件数等

についてだけ公表しているというのが、この企業立地動向調査の調査方法であ

ります。ですから、委員さんが言われますように、５６件がどういう企業で、

どこの土地を買って、どういう内容かということにつきましては、この統計法

上の規定から、逆に言いますと、オープンになっていないということで、そう

いうことで皆さんの御理解を得てこの調査をやっておりますので、現状、そこ

まで公表することは非常に困難であるということで御理解をお願いしたいと

思います。 

 

土屋委員  私は納得いかないですね。その法律を私は勉強していないからわかりません

けれども、先ほどから何回も申し上げているように、山梨県に来て、工場を建

設して、広く社員を求めたり、製品をまたよそへ売却するというのが、統計法

上は公開してはいけないということはあるかもしれない。今、おっしゃるよう

にあるかもしれないけれども、登記行為をするわけですから、堂々たるものじ

ゃないですか。 

  それがだめじゃだめでもいいけれども、少なくとも本会議場で、５６件があ

るということは、県民はうんと期待するわけですよ。今の雇用環境が悪いとき、

経済状況が悪いとき、山梨県には５６件の企業立地をさせるんだなと。いっぱ

い問い合わせがありますよ。だけど、それは公表するわけにはいかない。統計

で調べたものであって、実態がわからないなんていう県行政では、困るじゃな

いですか。 

  それは一歩譲るとしても、私は、ある程度、そういうものは、こういう町に

こういう会社が立地法に基づいて来ていますよと、何か知らせてあげなければ、
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社員を集めるにしても、今度は品物を売る経営のいろいろな手続にしても、完

全に仕上がってからでなければ、みんな、秘密だからだめですよなんていうこ

とは、私はおかしいと思うね。しかもそれにはやがてはそれなりの補助金も出

さなきゃならないでしょう。一切合財、ただ統計で知っただけということです

か。 

 

高根産業立地推進課長 

  まことに申しわけないんですけれども、この企業立地動向調査というのは、

企業名に関しては非公開になっております。そして、今、委員さんの御質問に

ありましたように、その企業さんが、例えばある市町村に入りまして、操業を

する過程の中で、ここの土地にこういう工場をつくりたいというような許認可

の関係、または従業員を集めたいというような場合、我々のほうに相談があり

ました場合ですと、例えば市町村とか関係するところにもお願いをしたりして、

この企業がこういう人数を求めている、または、こういう専門の人たちを欲し

がっているというところはフォローしながらあっせんをして、円滑に操業がで

きるような手助けはやっております。ということで、１つは御理解をお願いし

たいと思います。 

  もう１つは、５６件の企業につきまして、すべて助成金を交付しているわけ

ではありません。先ほどから言いましたように、産業集積促進助成金というの

は、投下する、土地代を除きました、施設整備等の経費が５億円以上のものに

ついて県で助成をしておりますので、大部分の企業というのは、例えば小さい

工場ですと、５億円までいかないケースが大部分です。例えば建物に何千万円、

機械に何千万円というような形で県内に入ってくる企業もありますので、そう

いう企業につきましても、できるだけお話をして、要望等については、できる

だけ県行政でも応援できるところは応援するというような形でやっておりま

すので、そこは何とか御理解というんですか、お願いをしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

土屋委員  押し問答をしてもしょうがないと思いますけれども、統計法の４１条で封印

というから、後で見せてもらいたいと思っているんですけれども、私はそんな

秘密にする性質のものじゃないなと。弁識力という法律用語がありますけれど

も、常識で考えても、そういうような工場というのは、今も課長からお話があ

ったように、必ず市町村や県に手続を踏んで、確認申請をとったり、用地につ

いては法務局へ登記したりするものをなぜ隠さなければならないか。その法律

の根拠というのは私はわからないんですけれども、そんな法律論の議論をこん

なところでやるべきじゃないと。私は個人的にはそういうものは公表すべきだ

と思っているので、今、質問しているわけですね。でも、それは答えられない

ということですから、あえて私は追いかけません。 

  やがてこの５６社が安定して、必ず３年の間に山梨県で定着してもらうよう

に私はお願いしたいわけですよ。だけど、公表しない、県は内緒でやっていく

なんてことは、うまくない。堂々と公表して、そういうところへは、あらかじ

め社員の確保をする。 

  なぜ私がそんなことを申し上げるかというと、今年の春、高校、大学を卒業

した本県の未就職者が４００人もいる。知ってのとおり、全国でまれに見るケ

ースだという議論をやったんですよ。だから、皆さんの努力もあったかもしれ

ないけれども、県民の理解もあって、５６社が用地を確保して、３カ年間に工

場をつくるということは広くＰＲしなければ、社員確保が大変でしょう。今言

った４００人の中にも、行きたいという人もいるでしょう。 
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  そういう見地からいけば、何でもひた隠しに、法律で知らせてはいけないと

いうのであれば、私はその法律が矛盾していると思う。個人情報とちょっとわ

けが違うと思うんですがね。今言った、統計法上はうまくないということです

けれども、こういうところの議論で、この町へこういうものが、あるいは、こ

の市へこういう工場が３カ年間で来そうだということは、早く知ったほうが、

就職関係もよくなるんじゃないかと私は思うんですよ。ひた隠しにしておいて、

何となくある日パッと出てきて、さあ、募集だ、さあ、工場の機械を入れるだ

なんてことより、一般常識論で。一般常識論が法律ですから。 

  今、コンプライアンスや何かで、法律違反してはいけないという時代ですか

ら、法律で書いてある以上、私はそれ以上聞きませんけれども、私の見解はそ

うじゃないよと。工場が５６社も来るなんていうことは、本会議場で知事さん

も言って、知事さんの努力が実っていますと広くＰＲしようと思ったけれども、

これはひた隠しにしておかなければ統計法上違反だと、私、今度は周りに言っ

たら、聞いた人は何と思いますか。そういうことを私はあえて、野党じゃあり

ませんから、いい意味で質問しているんですけれども、そういうお答えが返っ

てくると、なかなか私も、よくわかりました、頑張ってくれとはこの場で言い

づらいですね。 

 

安藤産業立地室長 

  先ほど来課長から申し上げていますけれども、５６件というのは、企業立地

動向調査の統計数字でございまして、もう１つの２１件は、県の産業集積促進

助成金の補助を出した件数ということで、この２つは必ずしも一致いたしませ

ん。同じになることもありますし、県の助成金をもらうような投資額がなかっ

たり、従業員の採用がなかったりするということもありますので、これは必ず

しもリンクはしていません。 

  それから、委員さんが先ほどから御発言ございます、工場の調査の公表の件

でございますけれども、これは先ほど来課長から申し上げていますとおり、経

済産業省でやっている統計調査でございまして、その具体名を公表できないと

いうのは、おそらく企業は今、厳しい企業間競争にさらされている中で、どこ

にどういう土地をどういう目的でつくるというのも、１つは企業秘密として、

競争上、おそらく守らなければやっていけないんだろうと思います。それから

もう１つ、統計調査で正しい数字を出すということは、正直に出してもらいた

いという気持ちがあるものですから、正直に出すには、秘密を守るということ

がおそらく前提になっているんであろうと思います。 

  私どもは、今、企業誘致をしておりまして、いろいろな企業と接触がござい

ますけれども、相手方の企業さんが公表しないことは、私どもから公表するこ

とはしないようにしています。これは今、投資家情報等、いろいろ上場企業さ

んは厳しいものがございまして、インサイダー取引の問題とかそういうものが

あって、企業が出す情報というのは、きちんと管理されているというふうに思

っております。したがいまして、企業立地動向調査の具体的な企業名が出せな

いことについては、何とぞ御理解をいただきたいと思います。 

 

土屋委員  また私なりに通産省なりそういうところへ問い合わせをしてみますから。今

の話は、私は納得はしません。私は何回も申し上げているように、企業間競争

ということよりは、今、どちらかというと、企業立地ということは非常に難し

いのに、５６件、統計に載っているということは、あなたたちの努力があった

かもしれない、横内知事のトップセールスの成果があったかもしれないけれど

も、中身が伴っていないなんて、そんなことを私は認めるわけにいかないと思
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うんですよ。 

  では、２１件の助成金を出したのは、会社一覧表を出せますか。 

 

高根産業立地推進課長 

  一覧表につきましては、現在、ホームページにもここ何年間の、何年にどの

企業に幾ら交付したということも載せておりますので、一覧表ということでし

たら、どこでも一般の人から御照会があった場合には、すべて開示をしており

ます。 

 

土屋委員  では、もう公表できるということですね。 

 

高根産業立地推進課長 

  はい、どこの企業に幾ら、いつの時期に出したということは……。 

 

土屋委員  それをこの委員会に出してくれと言ったんだから、私がしつこくやっている

もんだから……。 

 

高根産業立地推進課長 

  すみませんでした。 

 

土屋委員  これは権威ある委員会ですよ。この委員会に出せと言ったら、５６件は出せ

ないと。企業間の秘密事項があるから出せないと。２１件については、もう３

７億円の県費のお金を助成しているんだから、出せと言ったら、ホームページ

に載っていますよと。これはかなり木で鼻をくくったような答弁だよ、君。 

 

高根産業立地推進課長 

  まことにすみません。ということで、この助成金の２１件につきましてはオ

ープンにしておりますので、公表を早急に行います。 

 

土屋委員  今のやりとりを聞いている人たちが判断すると思いますが、私がしつこくや

っているから、なるべく逃げよう、逃げよう、何とかこの場だけうまくやろう

というのは、これは正式の会議の場であって、要求に答えられるものはちゃん

と……。ホームページに載っているから、ホームページを見ろなんていう言い

方は、極めて県会議員に失礼な言い方なんですよ。私から言わせれば、あんた

の年ではホームページは開けまいだろう、勝手にうちへ帰って見ろなんていう

言い方は通りませんよ。これ、部長、今のやりとりを見ていて、どう思う？ こ

んなことは部長の責任ですよ。 

 

丹澤商工労働部長 

  言葉足らずの点がありましたことは、私から重々おわびを申し上げたいと思

います。資料につきましては、速やかに提出をさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

 

土屋委員  はい、了解。 

 

       （県内企業の県外進出への支援について） 

土橋委員  今、土屋委員の話の中で１つやはりぞっとするのが、今年の卒業生がまだ４

００人も就職が決まっていない。ということは、この産業立地だとか、いろい
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ろなものが進んでいかなければ、来年もまた同じぐらい就職ができないのかな

と。そうすると、今度は８００人になってしまう。８００人が一緒になって、

それも新卒者ということであれば、２０歳前後の人たちが１,０００人もうろ

うろしているような時代になってしまったら困るなということで、いかに新し

い企業に来てもらえるかというのは大事なことだと思うから、ぜひ産業立地室

も頑張って、もっと張り切ってやってもらいたい。計画を立てたけれども、ま

だつくっていないなんていうところはどんどん推進していってもらえるよう

に、雇用につながるようにやってもらいたいなと思います。 

  それと全く相反した話になるような気がしますけれども、山梨県というのは

どんな県かなということを考えたら、昔からよく甲州商人だと言われて、一生

懸命で地場でつくったものを他県へ持っていって売り歩いたというのが、甲州

商人と言われた山梨だったと思います。 

  そんな中で、私、前の議会のときにもやったんですけれども、例えばジュエ

リー関係だとか、桃だとか、ワインを県外へ売るというような、今度、逆に外

へ出て売る、そんなような企業に対してのお手伝い。来る人に対しての土地を

買ったりなんかのお手伝いというのは、もちろんどんどんやってもらう。人が

増えれば、消費につながるし、就職もできるということになりますから。ただ、

県外へ出ていって、やっている人たちも、少しでもその辺のところがよくなれ

ば、もちろんその会社でまた人を使うようにもなったりということで、逆に今

度、外へ行く部分のお手伝いをうんと積極的にやってもらいたいと思う。 

  私、今回、観光のほうで少しやろうと思っていたんですけれども、実はこの

議会が始まる１日前まで、中国で日本消費品展というのがありまして、行って

見てきたら、１９５６年に第１回目をやって、それからずっと延々と５０何年

間やっているらしいんですけれども、写真展がありまして、当初は、旋盤の機

械みたいなものが、すごく並んでいる。あとは、繭から絹をとる機械というよ

うなものの写真がいっぱい並んでいまして、日本は、このころから、旋盤だと

かそういうものでもって中国とおつき合いをしながら、活躍していたんだなと

いうのをすごく感じてきました。 

  何百社というあれがずっと出てきていて、その中には、例えば沖縄はガラス

工房だとかという企業がいっぱい出ている中に、山梨がないかななんて思いな

がら。１社だけあったから、私、行ったんですけれども、そこが出ていまして

ね。ただ、偶然その中で会ったのが、吉田の人なんですけれども、２社の織物

屋さんが２人で来ていまして、次の出展を見据えて勉強に来ましたなんていっ

て、名刺交換をさせてもらって、こういう企業があってくれてよかったなと思

ったんです。 

  やはり日本から外へ出たり、山梨から外へ出て売るという企業に対して、思

い切りお手伝いをしてやる。必ずその人たちが外へ行って稼いできてくれます

から、その辺のところのお手伝いの様子というのをもっともっと私も知らなけ

ればいけないし、勉強していって、１２月の議会ぐらいまでには、その辺のと

ころもまとめたいと思っているんですけれども、お手伝いの様子を教えていた

だきたいと思います。すみません、長くなりました。 

 

尾﨑産業支援課長 

  土橋委員の、県外に、国内外かと思いますが、行かれる方のお手伝いという

趣旨の御質問にお答えいたします。県では、県外の展示会、それから、国外、

海外の展示会への支援を積極的に行っております。現状、委員から御指摘があ

りましたように、ＯＥＭからの転換とか、あるいは下請けからの転換を図りま

して、御自分たちで販路を開拓されるという機運が高まっていることから、制
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度といたしましては、みらいファンド育成事業であるとか、ブランドチャレン

ジ支援事業などのメニューをそろえまして、海外に出られる方には、２分の１

から３分の２の補助を行っております。 

  実績も、この厳しい状況を反映してか、東アジアの旺盛な需要を求めまして、

東アジアの展示会への申請が伸びておりますので、支援実績としても、近年で

は、単年度で１０件程度の助成を行っております。 

 

土橋委員  ありがとうございます。私、今でもしっかりそう思っているんですけれども、

やはり県内、ましてや国内の消費が落ち込んでいる中で、県外とか国外へ飛び

出していってやるというところは、私、先ほどからそんな話をしましたけれど

も、中でやらないだけで、中でつくったものをそっちへ行って売ってきてくれ

る、もうけはこっちへ入ってくるという話になってくると、産業立地と同じよ

うに、すごく大事な事業だと思っています。 

  今、課長から１０件ほどあったという話を聞きましたけれども、もしそうだ

としたら、こういうことをしませんかということで、もっと宣伝が必要じゃな

いかなと。「どこかで何かで見たけれども、こういうのはあるんですか」と産

業支援機構へ飛び込んで、「実はこういうのがあるからどうですか」という以

外にも、もっと、「国外に対して販路を拡大していくようなところがあったら、

こういうことをしますよ」みたいなことも、どんどん宣伝をしてもらって。た

くさんあれば、例えば金額的にはうんと出るかもしれないけれども、出れば出

たほど、外へ出て、そういうものが活動しているんだなということになると思

うんですよね。だから、もっと活用してもらえるための宣伝をしたりしないと。 

  緩やかに景気は回復しているなんていったって、絶対回復なんかしていませ

んから、そこまで持っていくためには、やはり外へ目を向けたり……、知事自

身がトップセールスだといって、ワインを外へ持っていったり、こういうこと

をやっているわけなんですけれども、その辺のところをしっかりやる。その先

頭に立ってやるのがここの部署かなと思っていますので、ぜひその辺のところ

を県内の人にしっかりＰＲをしてもらって、活動できるようにしてもらいたい

と思います。よろしくお願いします。 
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主な質疑等 観光部関係 

 

※第７５号  平成２２年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中農政商工観光委員

会関係のもの、第２条繰越明許費中農政商工観光委員会関係のもの及び第３

条債務負担行為の補正中農政商工観光委員会関係のもの 

 

質疑 

 

（やまなしのワインと食魅力発信事業費について） 

髙野委員  ちょっと教えてもらいたいんだけれども、このワインと食の新規事業という

ことで、レストランというふうなことですが、ここで出すワインというのは、

今、私が知っている範囲では、出ているワインのうちの、特に勝沼というか、

甲州で約３０社ほどあるんですけれども、そこの半分以上は輸入ワインとブレ

ンドしているんじゃないかなというような気がするんですよ。だから、もしほ

んとうにここで山梨のワインをという気持ちがあれば、原料も１００％山梨の

ブドウを使うとか、ただワインと書いてあっても、３本１,０００円のチリの

ワインもワインだし、日本の高いワインもワインだから、その辺の考え方はど

んな考え方なの？  

 

小林観光振興課長 

  委員のおっしゃるとおりでございまして、やはり由来の正しい県産ワインを

提供するという考え方でおりまして、山梨県ワイン酒造組合などが定義しまし

た県産ワインということで、県産ブドウを基本としてつくった県産のワインを

御提供したいと考えております。 

 

髙野委員  検察までうそをつく時代だから、ワイン協会にしても、ワイン組合にしても

そうなんだけれども、やはりその辺はしっかりと。ただお任せして、こうだよ

というんじゃなくて、そこにやはりこだわってもらわないと。ほんとうにこれ

をよくしていこうと思うときに、まずいけどうまいじゃないけれども、やはり

地元産原料にほんとうにこだわってもらわないと。ワインの後ろを見るとどう

いうふうに書いてあるか、よくわかるでしょう。あれ、ほんとうは私に言わせ

れば、でたらめなんだよね。要するに、輸入しても、日本で発酵すればいいと

か、輸入しても、日本で瓶詰めすればいいとか、いろいろなことがあるじゃな

い。だから、そういう部分をやはり的確にしていただかないと、本来の山梨の

ワインが出てこないんだよね。 

  もう１つはやはり、勝沼なんかでも、こだわる人と量をたくさんつくる人と

の感覚がちょっとずれている。勝沼で限定でつくっている人は、勝沼産甲州ブ

ドウ原料のワインをつくっている。ところが、量的にもっとつくりたい人たち

は、山梨県産と言えば、どこであろうが、要するに、原料をどんどん入れて、

ちょっとわけのわからないというふうな部分が出てきてしまうから、そこのと

ころだけはほんとうに慎重に。私たちがもし行くときがあっても、絶対調べて

よく見るから、そこのところで間違いを起こさないようにやっていただきたい

と思うんだけれども、その辺の決意はどうなんでしょう。 

 

小林観光振興課長 

  現在、１階の物販店舗でもワインを取り扱っておるんですが、県産ワインの

定義は非常に大事でございますので、県産由来の原料を使ったという形で定義

を決めた中で、こういうワインを扱いなさいという形できちっと指示をしてお
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りまして、当然、上の飲食店舗につきましても、同じように、由緒正しい県産

ワインを取り扱っていきたいと考えております。 

 

髙野委員  私の言っているのは、評論家的な話じゃないの。要するに、本当に入ってき

たら、例えばどこまでできるかの確認だけはしっかりしてもらわないと。ただ、

今の答弁では何となく、ワイン協会へぶん投げて、県産原料というか、例えば

甲州種原料という部分で甲州というものが出ているかという、そこのところは

信じちゃだめだよ。だから、自分で確認してやってもらいたいと私は思ってい

ます。そんなところでどうですか。 

 

小林観光振興課長 

  担当課長といたしまして、私自身が品物をきちっと扱うという決意を持って、

この飲食店舗につきましてもやっていきたいと考えております。 

 

髙野委員    いい答えだ。 

 

浅川委員  会派の説明会でも知事にもお伺いを立てたんですが、ここはアンテナショッ

プなのか、それとも、何なのかという質問を知事にもいたしました。ここの２

階の建物についての経営の主体を教えてください。 

 

小林観光振興課長 

  アンテナショップそのものにつきましては、やまなし観光推進機構が所掌し

ているわけでございますけれども、２階の店舗につきましては、専門的知識が

ありまして、非常に知名度が高く、県の顔としても非常に期待できる田崎真也

氏が経営しております会社に委託したいと考えております。 

 

浅川委員  そういうことを聞いているんじゃなくて、それはアドバイザーとして田崎さ

んが関与するようなことはマスコミ等々で知ったわけでありますが、ここの店

自体を経営するのはどこが経営するかということ。 

 

小林観光振興課長 

  県からやまなし観光推進機構に委託するわけでございますけれども、やまな

し観光推進機構には経営ノウハウがございませんので、田崎真也さんが経営す

る会社に経営をお願いいたします。 

 

浅川委員  あまり酒のことはわからないけれども、ここが損失だとか、赤字になったと

きは、どうするんですか。 

 

小林観光振興課長 

  田崎さんの経営する会社に経営委託するわけでございますけれども、今度行

う契約におきましては、委託料は発生しません。委託料はゼロ円ということで、

田崎さんの会社の運営経理の中で、田崎さんの責任の中でその収支は行います。

県では、定期的に運営状況の報告をいただくことになっております。 

 

浅川委員  今回、２,５００万円の予算が計上されたわけでありますが、これは、要す

るに、借地のテナントの権利なの？ それとも、店舗の改装費用も含めてあ

る？ 
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小林観光振興課長 

  今回お願いしています経費２,５１５万９,０００円でございますけれども、

この約半額の１,１６７万円が、場所を借りるための敷金でございます。賃借

料と共益費が１１月から５カ月分ということになっておりまして、６１２万２,

０００円になっております。あと、貸し室が事務所づくりだったものですので、

厨房として使うための工事費を県が負担するということで、厨房設備費として

６３９万１,０００円になっております。残りの内装がやはり１,０００万円単

位でお金がかかるんですが、これは田崎さんの会社で経費を負担いたしますし、

今後の運営経費、人件費等々につきましても、田崎さんの会社で負担していき

ます。 

 

浅川委員  ということは、地代というか借地料については、県で払うということですよ

ね。 

  では、引き続き。これ、予算と正確にヒットするかどうかわかりませんが、

富士の国やまなし館というのは、上下一体だと私は思っております。今年の６

月、新たなスタートを切ったばかりでありまして、先般、３月までですか、運

営していた、館長と言われる、県からお願いした方がいましたね。そうした中

で、そのときの反省も踏まえる中で、私、自分自身で調査した中では、彼はワ

インとか、商品陳列等にたけていて、そういう部分でかなり人を雇ったり、売

り場がかなり拡充して、売り上げも増えた。ところが、観光情報案内がかなり

低下して、要するに、パンフレットも含めて、かなり端っこに行ってしまった

という部分があるんですけれども、その辺も承知していますか。 

 

小林観光振興課長 

  富士の国やまなし館には、やまなし観光推進機構のプロパーの職員を常駐さ

せまして行っておりましたが、館長は民間のスーパーの経験者を招聘いたしま

したので、館長のマネジメントとしては物販のほうに傾いていたかもしれませ

んけれども、従来から観光情報を扱っていたころからの職員もおりましたので、

うまくバランスをとりながらやっていただいたと考えております。 

 

浅川委員  その程度の認識で非常に残念ですが、少なくとも観光情報はかなり低下した

ということは、我々観光業者も感じたし、多くの観光業者も苦言を呈したとこ

ろです。それを１つ頭の中に入れておいてください。 

  もう１つ、先ほどのこの２階の部分ですが、名前を言っていいかどうかわか

りませんが、新宿にカーブ・ド・カツヌマという、地下にワインのお店があり

ましたね。あれの最後の終末がどういう形で閉まったのか、これと直接は関係

ないけれども、わかっていますか。 

 

小林観光振興課長 

  詳しい事情につきまして存じ上げておりません。 

 

浅川委員  では、とりあえずそれも運営上の、官が経営するという厳しいものがありま

すから、勉強してください。 

  あわせて、県産の農産物というふうなことを言っていますけれども、具体的

に何か出ていますか。 

 

小林観光振興課長 

  具体的に申し上げますと、山梨県でつくっておりますフジザクラポークとか、
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ワインビーフとか、あるいは、無農薬でつくりました野菜とかにつきましては

現物を田崎さんにお見せして、細かい打ち合わせを始めたところでございます。 

 

浅川委員  長野県に東御市というところがあるんですが、玉村豊男さんのやっているワ

インセラーというんですか、レストランも含めたワインセラーがあるんですが、

そこでこの間、玉村さんともお話をしたけれども、やはり２万本ぐらい、自分

のところでつくったワインを売っているそうですけれども、かなり苦戦してい

ます。 

  そうした中で、先ほど髙野委員が言われたように、ほんとうに県産の、県産

というのはそのまた分類が難しいようでございますが、ワインをほんとうに売

っていると言い切れるのかという部分と、話が右左に行きますが、特に今回、

鳥もつもＢ級グルメでヒットしているわけでありますが、そういったものを含

めて、どこまで観光推進機構が指導するのか、観光振興課ですか、観光企画・

ブランド推進課ですか、どこが基本的に田崎さんの直営する店を指導するんで

すか。 

 

小林観光振興課長 

  直接的な日ごろの事務のやりとりにつきましては、やまなし観光推進機構で

やっていくわけでございますが、店の運営コンセプトとかの方針につきまして

は、当然、県が政策としてやっておるものでございますので、県も関与してい

くつもりでございます。 

 

浅川委員  はっきり言っていただいてよくわかったんですが、知事はワインを売れ、ワ

インをつくれというような、ほんとうにざらっとした言い方しかしないようで

ございますので、ピシッとしたものを持っていかないと、ほんとうに大変なこ

とになるんだろうと危惧していますので、始まる前にそういう警告も与えてお

かなければいけないという部分と、もう１つは、上と下がどういうすみ分けを

していくのか。今までと同じように、１階もワインを置いたり、物販の面積を

変えないでいくのか、それとも、下については、もう少し情報発信の場所にす

るのか、その辺の考えを、部長でいいです。教えてください。 

 

後藤観光部長  基本的には、今回のレストランにつきましては、すみ分けというよりは、む

しろ相乗効果をねらっております。先ほどお話ししましたとおり、田崎さんと

事前の打ち合わせを、もう始めています。いわゆるほんとうに誇れる県産ワイ

ンを使い、また県産の食材を使いながら、人を呼ぶと。食を通じて、そこで県

産ワインを知っていただいて、県産ワインを下の富士の国やまなし館で販売さ

せる。そういう連携を込めて運営をしていきたいと思っております。 

  基本的に情報発信機能ということで、委員が非常に御心配されておられてい

るという感じがいたしました。６月にリニューアルオープンしましたが、当然

ながら、情報発信機能、これもパンフレットを置いたり、テレビを置いたり、

ビデオを置いたりしながらやっているわけですが、引き続き、その情報発信機

能もさらに強めていきたいと思っています。 

 

浅川委員  せっかく部長の答弁をいただいたのを返すようで申しわけないんだけれど

も、元来、富士の国やまなし館は情報発信ですよ。途中から、アンテナショッ

プ的に物も売れというふうな部分が入ってきたわけであって、最初始めたのは、

印鑑と、ほんとうに富士吉田の織物ぐらいしか売っていなかったんですよ。そ

れが何だか知らない間に、ほとんどワインショップみたいになって。これはこ
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こを忘れちゃ困りますので、その辺だけは頭の中へインプットしておいてくだ

さい。 

 

後藤観光部長  返すようで申しわけないんですが、富士の国やまなし館で今、行っている物

販は、物販そのものではなくて、首都圏で売って、買ってもらうことを通して、

それが山梨県の県産品等のＰＲになるという範囲での物販でございます。もし

物販だけ考えれば、あの売り場面積で物販そのものでできるわけがないんであ

って、例えばスーパーであろうが何であろうが売ればいいということになるん

ですが、あくまで、委員がおっしゃるとおり、最終的には情報発信です。情報

発信のためのいわゆる物販機能と考えております。 

 

浅川委員  部長とやり合いをするのは非常に失礼だけれども、あそこは情報発信基地で

すよ。それがある日突然ずるずる、物を売るところになって、挙句の果てには、

要するに、３月までは、記者発表もできないような状態じゃなかったですか。

そのことをよく頭の中に入れておかなきゃだめですよ。だから、それは県産品

を含めて観光情報だって、何をどういうふうにやっていくんですか。具体的に

言ってみてくださいよ。何があるんですか。ワインはわかりますよ。これは言

い逃れですよ。今日はそこまで私は責めません。Ｂ級グルメみたいなものが出

たわけだから。 

  情報発信の部分については、忘れちゃいかんですよ。そこからスタート。そ

れだったら、麻布でやっていればよかったんですよ。麻布で十分できた。わざ

わざ麻布からここへ持ってきたわけでしょう。そこは何かということを考えて

やってくださいよ。私はずっとここのことは関与していきますから。チェック

もしていますし。 

  少なくとも今は記者発表もできるようになったというふうに聞いています

ので、この前、６月の委員会かな、森屋委員が、まだ立ち上がりもしないとき、

えらく褒め上げたけれども、実はいろいろ調査している中では、かなりいい情

報が入っています。だから、上へ出てくるということも、それは積極的な攻め

ですけれども、そこだけ忘れて、下へ行くと、費用対効果なんてなくなります。

本来、下は情報発信基地だということをやはり頭の中へ入れておいて、進めて

いってください。よろしくお願いします。 

 

討論      なし 

 

採決      全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

※所管事項 

 

質疑 

 

（フィルムコミッションについて） 

浅川委員  ほんとうに皆さん方には大変な御苦労を願って、山梨県もかなり、特にイン

バウンドには善戦していると思っております。ところが、今回のような尖閣諸

島を含める中で、今、かなりのキャンセルが出ているようなことを含めた中で、

ちょっと質問をさせていただきたいと思います。 

  山梨県がフィルムコミッションだなんて言い出してスタートしたのが、多分、

観光部をつくったころだったと思います。そんな中で、最近、北海道で海外の



平成２２年９月定例会農政商工観光委員会会議録 

- 36 - 

方たちをお招きして、そこでフィルムコミッションをして、それがリピーター

につながったり、地域が情報発信する拠点になるなんていう話を聞いています

が、山梨県では今、どんな取り組みをしているのか、またアピールをしている

のかをちょっとお伺いしたい。 

 

望月観光企画・ブランド推進課長 

  フィルムコミッションにつきましては、平成１６年に設立したわけなんです

が、最近の傾向を見ますと、平成１９年で１２６件、平成２０年で１４３件、

平成２１年で１４２件の、県内でいろいろなテレビ、映画等の撮影が行われた

ところであります。近年、いろいろな景気の影響で、外に出るということを大

変嫌がっているというか、制作の経費を安く仕上げたいということで、お笑い

番組とかクイズ番組とかそういうものに行っているようで、なかなかお金がか

かるロケには来ないというような状況が実際あります。 

  しかしながら、本県は東京に近いということで、我々、今、フィルムコミッ

ションを１人が事業の合間にやっておりまして、さらに臨時職員が１名いるん

ですが、その１人当たりの取り扱い件数等を見ますと、８０件ぐらいで、全国

でもかなり多くのものをやっていると思います。そして、その中で、去年は制

作会社にもアピールをいたしまして、営業活動しまして、今年につきましても、

実際来た方に、次もぜひおいでくださいというようなアピールをしているとこ

ろであります。 

 

浅川委員  非常に努力していることもわかっておりますし、フィルムコミッションとい

うのでロケに来ていただければ、地域への経済効果も非常に大きいし、地域の

話題性も非常に強いと思っております。 

  今、お聞きしたかったのは、海外からのそういった部分がどの程度あるかと

いうことなんですが、もしわかったら教えてください。 

 

望月観光企画・ブランド推進課長 

  現在、海外からは特にございません。国のジャパン・フィルムコミッション

というところに参加いたしまして、海外からの情報もないかということで入っ

ているんですが、まだ海外からの引き合いはありません。 

 

浅川委員  では、私、ちょっと勘違いしたかな。知事がこの前、上海にトップセールス

に行ったときに、メディアに対してなんていう発言がちょっとあったんですが、

尖閣の問題が出てからかな。それでも、海外から３人ぐらいの女性が来ていな

かった？ それはこちらが呼んだんじゃなくて？ 

 

望月観光企画・ブランド推進課長 

  これはメディア戦略といいますか、メディアの招致をいろいろやっておりま

して、その中で、先日、新聞紙上に出ましたのは、富士箱根伊豆国際観光テー

マ地区が主体となりまして、中国の作家の方をお呼びいたしまして、エッセイ

を書いてもらおうというようなものでありました。また最近では、国の事業で

ゴールデンルートのところを撮影して、それを海外で発信していこうというよ

うなことで、本県で海外メディア戦略事業をやっておりますが、それと同じよ

うに、海外にいろいろなマスメディアを通じて発信していこうというものでご

ざいます。 

 

浅川委員  では、これは山梨県の、例のこの間知事が上海へ行ったときの、上海メディ
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アグループかどこかわからないけれども、その辺を利用した招聘というんです

か、招請というんですか、じゃなかったわけですね。 

 

望月観光企画・ブランド推進課長 

  本県だけではなくて、他県とも連携したいろいろな取り組みの中で行ってい

るものでございます。 

 

浅川委員  フィルムコミッションの部分からいうと、かなりインパクトもあると思いま

すし、そういう部分からいうと、特に上海は、メディアの関係の偉い幹部が、

山梨県のやまなし大使ということで期待もしているわけでありますが、中国と

今、いろいろ国際的な事情もあるわけでありますが、この辺の戦略はどんなふ

うに練っているんですか。 

 

望月観光企画・ブランド推進課長 

  現在、どんな方法がいいか、研究をしているところでございまして、招聘、

お手紙を出すのがいいのかとか、中国大使館に直接働きかけるのがいいのかと

か、幾つかの方法があるんですが、その中で、中国のほうも、先ほど委員がお

っしゃっておられた、北海道で「非誠勿擾」という映画番組で人が押し寄せて

いるというような状況もありますので、何らかのアクションを起こしていきた

いと考えております。 

 

       （国際交流と国際観光の連携について） 

浅川委員  細かいことばかりで申しわけないんですけれども、今、中国は、しばらくは

ちょっと冷却部分も含めて厳しいのかなという中で、タイだとか韓国ですか、

今、そちらの方たちもかなりこちらへ来ているというふうに聞いています。中

国、台湾、香港あたりの戦略的なものはかなり前進的なものを持っているんで

すが、その辺に対しては何らかの戦略を持って進んでいるんですか。 

 

古屋国際交流課長 

  今、委員がおっしゃられた、中国以外のところでございますけれども、従来

より、本県は、先ほどお話がありました、静岡県、神奈川県と連携、協調しな

がら、またさらに長野県、岐阜県とも連携をとりながら、例えばタイとかシン

ガポール等で行われる国際観光展へ出展するとか、そこからのランドオペレー

ターの招聘とか、そのような事業を行ってきてございます。今後もそんな取り

組みをしていくということになっています。 

 

浅川委員  私、ここの予算にもちょっとあったのかななんて思ったんですが、この間、

出資法人のときに国際交流協会とも話したんですが、この間、四川の２５周年

がありましたね。それから、ちょっと遠くはブラジルとも友好関係。５つぐら

いありますよね。そういうところの兼ね合いは何か考えておりますか。アメリ

カのアイオワ州とも交流をして、向こうの農務長官か何か偉い人も来てくれた

りする中で、何かその辺考えていますか。 

 

古屋国際交流課長 

  今、委員がおっしゃられたのは、国際交流と国際観光をどう結びつけるかと

いうことでよろしいでしょうか。本県では、先ほど委員がおっしゃられたよう

に、アイオワ州、四川省、それから、忠清北道等々と交流を行っておるわけで

あります。そういう観光客を誘致するに当たっても、やはり景観の美しさとか、
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観光資源の豊かさということがポイントとなることはもちろんでありますけ

れども、旅行者にとっては、人と人との触れ合いということが最も印象に残る

のだろうと思います。 

  そういう面から見ますと、国際交流事業が非常に重要な要素ではないかと思

っております。そうしたことから、県におきましても、実は今月末、各市町村

で国際交流事業を行っている担当者を集めまして会議を開くわけですけれど

も、そうした中で、行っている国際交流事業をどういうふうに国際観光に結び

つけていくか、そんなこともあわせて検討していきたいと思います。 

 

浅川委員  とてもいいことだと思います。実は、あんまり北杜のことばかり言ってはい

けないんだけれども、私どものところの旧４カ町村――高根、長坂、大泉、小

淵沢、これはアメリカのケンタッキー州と多分、今年で２３回目ぐらいの交流

をしております。これはこちらから１０人ぐらい、向こうから２０人ぐらいを

毎年やっているんです。そうした中で、それ以上の発展もないし、非常に私は

残念だなと思っている。延べ４００人。皆さんも旅に行って、どこかへ行った

ときによかったというのは、口伝えです。これをやはり最大限に利用する方法

を考えていくということは大変重要だと思うんです。 

  話は本当にぐちゃぐちゃして申しわけないんですが、高根が韓国の抱川市と

いうところと、浅川巧の交流なんかも含める中でも、かなり大きな交流をして

いるんです。これをやはり広げない手はないと思う。だから、古屋課長さん、

ぜひこの辺は、今回予算も組んであるという部分があるようですから、具体的

に何らかの形でとりまとめをして、間違いなく交流しているわけだから、話が

早いと思いますので、海外に向けた戦略の材料に取り入れていただきたいと思

います。 

  そんなことも含めて、部長に最後の締めくくりで、私はこの質問を終わりま

す。 

 

後藤観光部長  国際交流と国際観光の連携ということなんですが、実は各市町村単位でもそ

ういうふうな国際交流は実際やっているわけであります。国際交流課長が申し

上げましたとおり、各市町村の皆さんに集まっていただきまして、その辺のと

ころも含めて、今回、県内でいろいろな情報をとり合いまして、それを今後の

国際観光、インバウンド観光に結びつくような努力を県が中心になって検討、

あるいは進めていきたいと思います。 

 

       （中国からの観光客の誘致について） 

土橋委員  ちょっと浅川委員とかぶるところもあるんですけれども、今年の夏、富士山

の５合目まで行ったら、いっぱい人がいて、去年行ったときよりもっといたイ

メージがすごくあるんです。実は今年はごみ袋を配れということで、「これ、

ごみ袋だから、使ってね」と渡そうとすると、「何をこいつは言っているのか

な」みたいな、ほとんど日本人だと思った人がちんぷんかんぷんで、中国人が

多かったという感覚をすごく受けたんですけれども、やはり山梨県に中国人が

これだけ来ているんだなというのをすごく感じたんです。 

  今、日本や山梨に、観光客ですけれども、どのぐらいの中国人が来ているの

か、わかったら教えてください。 

 

古屋国際交流課長 

  日本政府観光局が日本全体の観光客の統計をとっておりますが、平成２１年、

昨年に訪日しました中国人旅行者は、日本全体で約１００万６,０００人とい
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う数字です。今年の１月から８月までにつきましては１０４万人という統計数

字が発表されております。 

  また、山梨県に何人来ているかということでございますが、都道府県別につ

きましては、国土交通省が出しております宿泊旅行統計という形になるわけで

すけれども、これによりますと、昨年本県に訪れました中国人の宿泊者数は、

延べ数で１８万３,６６０人、それから、本年につきましては、１月から６月

末までが最新のデータでございますが、１４万４,９８０人という形で発表さ

れています。 

 

土橋委員  昨年を半年でもって追い越そうという勢いで来ていたわけなんですけれど

も、先日の尖閣諸島沖の問題、あのときに、山梨放送とかＵＴＹじゃなくて、

ほとんどの全国ネットのテレビ局がやっていたのが、山梨県の旅館でキャンセ

ルがこれだけ出たと。これは全国でも山梨県に中国人が大勢来ているなという

ところのあらわれだと思うんですけれども、実際、山梨県でどのぐらいのキャ

ンセルを受けて、今回の問題でどのぐらいの被害が出ているのかという、その

辺のところもおわかりですか。 

 

古屋国際交流課長 

  この問題につきましては新聞等で報じられておるわけですけれども、県では、

観光客動態調査というものを毎年行っているわけですけれども、そこで、昨年

１年間で５００名以上の中国人が宿泊したと報告された宿泊施設等に対して、

先月の９月２７日、２８日にかけて、尖閣諸島問題の発生以降のキャンセルの

状況等につきまして電話照会をいたしました。そうしましたところ、都合２５

施設であったわけですけれども、そのうちの１６施設で約９,５００名のキャ

ンセルがあったという報告を受けているところでございます。 

  この９,５００名というのは、先ほど言いました、今年１月から６月までで

約１４万５,０００人ということで、６で割りますと、月平均２万４,０００人

ということですので、その４０％に当たるということで、かなり大きな影響が

あったのではと思います。 

 

土橋委員  県では、中国から観光客を誘致するために、北京と上海に拠点を設けている

ということを伺っておりますけれども、私、実は昨年、上海へ行ったときに、

上海事務所へ行ってきました。実は今年もついこの間行ってきたんですが、あ

そこの経費とかというのはどのようになっているわけですか。 

 

古屋国際交流課長 

  今、土橋委員がおっしゃられましたように、県では、中国からの観光客の誘

致を図るということで、北京と上海に拠点を置いてございます。北京拠点につ

きましては、平成２０年４月から、現地の旅行コンサルタントであります王家   

・さんに委託してございます。それから、もう１つ、上海拠点でございますが、

平成２１年４月から、上海メディアグループの駐日代表であります徐迪旻氏が

代表を務めます精華株式会社というところに委託してございます。委託料につ

きましては、それぞれ年間２００万円ずつとなってございます。 

 

土橋委員  ここも言いたかったんですけれども、実は私、この議会の寸前、１７日から

２０日まで、上海で日本消費品展というのがありまして、これはほんとうに歴

史のある、１９５６年からスタートしているというところで、ものすごい数の

出展者がいて、すごいお城のような、国会議事堂のような出展会場でやってい



平成２２年９月定例会農政商工観光委員会会議録 

- 40 - 

ました。実は私、関係している企業が１社出ているものですから、どうしても

来いということでそこへ行ったら、入り口からずっといっぱいあって、今では

アシックスだとか、キッコーマンしょうゆだとかって、いろいろなブースがあ

ったり、陶器屋さんがあったり、日本の商品だけなんですけれども、ヤクルト

があったりとかというところに、２階へ行きましたらまず目立ったのが、沖縄

から琉球ガラスが来ていて、すごくきれいなブースで、つくっているところを

大きなテレビで見せていたりという会場がずっとあって、山梨もこういうとこ

ろで宣伝したらどうかなと思っていたんです。 

  私の訪ねていった山梨の企業のすぐ３軒くらい隣に、富士山の絵がドーンと

出ていまして、富士山の絵だとか、昇仙峡、そういうものの写真がバーッと並

んでいて、実はこれ、そこでもらってきたんですけれども、英語とハングル語

と中国語で出ているパンフレット等を配っていました。「これだけの企画を立

てて、どれぐらい金がかかるの？」と言ったら、これは県からもらっている中

で少しでもＰＲしようというような中でやっていますということでした。実は

表でもって、女の子３人が、赤と白のワインを、山梨のワインだと言いながら、

髙野委員の先ほどの話だと、ほんとうに山梨のワインかどうかは不安になって

きたんですけれども、山梨のワインですよということで、ほんとうにこのぐら

いずつ入れたのを、みんなに配って、みんな、ただで飲めるから、寄ってきて

くれるわけですよね。 

  その会場にドカンとあったのが、今日までに間に合わなかったな、私、カメ

ラでいっぱい写真を撮ってきたんですけれども、富士山がダーンとあって、「週

末は山梨にいます」から始まって、昇仙峡の絵だとか、ブドウがいっぱい、桃

がいっぱいのこういう写真を飾ったり、パンフレットを置いたりしながら、ワ

インを配っていました。やはりこういうのって、外国へ行ったとき、ましてや

他県がいっぱい出ていますから、山梨もすごく頑張っているぞというところが、

すごく宣伝できてうれしかったと思うんですよね。 

  だから、こういうところをもうちょっとやってもらうには、今、年間通して、

姉妹提携で、今年の夏に行ったときにも、桃の持ち込みができないやつを、向

こうで一生懸命５００キロ持ち込む手続をしてくれたり、いろいろなことを向

こうでやってくれているところだと思うけれども、飽きられないように、こう

いうところを大事にしておいてもらいたい。もっと、もっとこれを進めていく

のであれば、だめだ、やったけれども、えらいばっかりだということのないよ

うに……。 

  確かに、そこでも、ヘリコプターで行って富士山の上から写真を撮ったり、

今後、プロモーションビデオで、向こうの一番大事な時期、ゴールデンウイー

クみたいなのがある前の時期に宣伝もするんだとかといって、すごく張り切っ

ていたものですから、こういうところを大事にしてもらいたいなと。そう思っ

て、今日、これ、やったんですけれども、今後の計画とか、そこのところはど

うやっていくかということを教えていただきたいと思います。 

 

古屋国際交流課長 

  上海拠点につきましては、今年、知事が行きましたトップセールスにおきま

してつくりました「山梨サポーターズ倶楽部ｉｎ上海」、この事務局としてお

願いしたところであります。そうしたことから、今後は今まで以上に、観光と

か物産の情報のやりとりなど、会員と山梨との橋渡しをお願いしようとしてい

るところでございます。 

  また、そうしたことを通じまして、観光・物産に係る現地企業へのセールス

活動やメディアに対するＰＲを行いながら、中国における最前線の拠点としま
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して、効果的な活用をしたいと考えています。 

 

土橋委員  最後にもう１つだけ。ちょっと不安を聞いていただきたいんですけれども、

中国というところはどこまで信用していいのかなというのが、私は不安になっ

ているわけですけれども、例えば私がたまたま行って、２１日に帰ってきたん

です。そのころは、尖閣諸島の問題で日本ではすごく騒がれていたらしかった。

それで、「帰ってこられてよかったね」なんて言われたんだけれども、向こう

に行っていたら、全然そんな気配すらない。観光商品展も、ものすごく広いと

ころですごくにぎわっていた。 

  ただ、どのぐらいまでおつき合いをしていったら大丈夫なのか。例えば見通

しとして、今後、例えば閣僚クラス以上はもうだめだとかなんて騒いだりして

いるというときに、今、中国とおつき合いしよう、中国にもう少し入っていこ

うという企業があったりしたとしたら、観光と離れるかもしれませんけれども、

見通しとして大丈夫だよと言うのか、ちょっと気をつけたほうがいいよと言う

のか、その辺のところの指導、助言があったら、お聞きしたいと思います。 

 

古屋国際交流課長 

  日中関係が今後どうなっていくかというのは非常に難しい問題でありまし

て、私どもは何とも言えない状況であります。 

 

後藤観光部長  同じようなことになると思うんですけれども、とにかく国同士でやっている

ことですので、そこについての見通しは我々には全くわからないです。ただ、

おそらく経済活動、特に山梨県は、これからはアジアを含めて、外国へどんど

ん出ていく、あるいは関係してというのも当然のことであります。特に観光部

は、御承知のとおり、国内観光も大事ですが、これからはインバウンド観光、

いわゆる国際観光が非常に重要な部分です。したがいまして、たまたま今回そ

ういうふうなことの中で日中関係にちょっと支障があるというのは非常に残

念なんですけれども、やはり長期的に見た場合については、当然、中国も含め

て、外国の観光客の誘致を促進していくということは、非常に大事なことと考

えています。 

  したがいまして、今の中国との関係の見通しというのは、ほんとうに我々地

方レベルではわかりませんが、少なくとも、中国を含めた外国人を受け入れる

ような体制整備とか環境整備、それから、当然のことながら、着々とそういう

ふうなプロモーションを機会を通じて引き続きやっていくという姿勢でいく

のかなと思います。 

 

土橋委員  今ので終わるつもりだったんですけれども、それを当てにして、例えばホテ

ルが活動してみたり、向こうから来てもらうだけだとまだわかるんですけれど

も、我々が向こうへ観光で行っていたら、国交が急にこんなことになってしま

ってやばくなってしまったよとか、この間のフジタの４人じゃないけれども、

あれは写真を撮ったからという理由かもしれないですけれども、急に帰ってこ

られなくなってしまったりというのは、逆にすごく不安もあると思うんですよ

ね。 

  先ほど、商工労働部のときに言ったんですけれども、向こうへ行ったら、今

度、中国に目を向けてということで、向こうで、あれだけ大勢いる中で、たま

たま山梨県の２つの会社の人たちが、山梨県のそれがあったから、そこのとこ

ろへ、「ああ、あった、あった」と来たんですけれども、それで、そこで名刺

交換をしてくれた２社も、今度、中国に目をつけて、来年出展してみようかな
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というような話まで聞いていたんだけれども、そこを信じてしまって、頑張れ、

頑張れがいいのか、信じてしまったら、裏をかかれるぞと教えたほうがいいの

かということにもなってくる。ほんとうに不安を持ちながらの、ただ、機を逸

してはいけないなというのが今の時だと思っているんですよね。 

  だけど、今の部長の話だと、国のことだから何とも言えないというのが、実

際そうだと思います。政府の姿勢によってだめになってしまったり、よくなっ

てしまったりということは当然あるかと思うんですけれども、今、どこを信じ

てそのまま突っ込んでいっていいのかなということを考えるとすごく不安で、

行ったきり帰ってこられなくなったら、もっと不安になってしまうというとこ

ろなんですけれども、返事、困りますよね。じゃあ、それでいいです。気持ち

だけ伝えてということで。 

 

       （富士の国やまなし館について） 

進藤委員  通告はしていないんですが、１つお願いします。今、富士の国やまなし館の

問題も、レストランをして、それを観光のＰＲにしていこうというお話もあり

ました。それから、先ほど、Ｂ級グルメで鳥もつが１位になったということで、

随分いろいろなイベントでそれがにぎわっているというようなのをテレビで

しているわけです。おいしい食べ物を一度味わった方たちは、「いいよ、おい

しいよ」ということで、そこにあるものをまた、ワインもおいしいよ、ブドウ

もおいしいねといって、買っていったり、食べていったようです。 

  いっとき名をとるとずっと来てくれるなというのだったら、うちの小淵沢町

の中でも１軒うなぎ屋さんがありまして、もう２０年ぐらいたつと思うんです

が、それがいまだに席待ちをする。土日のようなときは、外のいすへずっと腰

掛けて待ったけれども、食べられなくて、時間が来てしまって、帰ってしまっ

た、３回目にやっと食べられたよという方もいらして、すごい人気だなと。そ

れが全然落ちないということに驚いているわけです。 

  先ほどの、観光していて楽しいということは、人と人との触れ合い、交流の

楽しさがいつまでも心に残って、何が旅に行って楽しかったかといえば、そち

らの人に親切にしていただいたこととか、あるいは、ＪＲの車中で若者に親切

にしていただいたこととか、劇場へ案内してもらってすばらしい劇を見てきた

とか、そういう人の親切、それで交流ができたというのが、今でも文通をした

りしているようなこと、そういうことが非常に観光の面で大事なことだという

ようなことを、今、課長さん方もおっしゃっていました。食べることと人との

交流はほんとうに大事なことだと。それがまた情報発信になって、ＰＲになっ

ていくと思うんですね。 

  そんな意味で、富士の国やまなし館は、今度、すばらしい方がやってくださ

るということなんですが、何か１品、ほんとうに１回食べたら忘れられない、

また行きたいという、席待ち、列ができるほどのものが何か１つ特徴があれば、

そこへ行くだろうし、行ったときに出されたワインとかお料理がおいしくて、

これは山梨産のお野菜ですよとか、ワインはもちろん、日本酒もおいしい日本

酒が山梨県にはありますので、そういうようなもののＰＲになるんじゃないか

と思います。そこへ行くと、また、「どこでこれを売っているの？」とかいう

ことで、パンフレットももらって帰るよということになるだろうし、非常に大

きな……。 

  今、どんなメディアを見ていても、必ず食が出てきますよね。みんな、お年

寄りでも若い子でもずっとこうやって、そのレシピ、つくり方を見ていたりし

ます。「どこで売っているかな」なんて言っている人もいますから、食と人と

の触れ合いということを非常に重要に考えていくと、観光面でも長持ちすると
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いうか、おそらくいくんじゃないかなと思います。 

  ですから、富士の国やまなし館でも、そういうものを通してのイベントを仕

組んでいるというようなことで、何か考えていらっしゃるでしょうか。その辺

をお聞きしたいと思います。 

 

小林観光振興課長 

  まだ具体的な細かい経営の中身につきまして話をしているところでござい

まして、オープニングセレモニーの打ち合わせはしておりますが、それ以降の

イベント的なことにつきましては、まだお話は出ておりません。ただ、田崎さ

んにおきましては、彼のコンセプトが、地元の気候、風土ではぐくまれたお酒

――ワインや日本酒が、地元で育った野菜や肉と、あるいは料理法と非常に合

うんだということを持論とされておりまして、そういう意味で、山梨のお酒、

郷土料理、こういったものにも非常に詳しい方でございますので、委員がおっ

しゃられましたように、今後、そういったところでさまざまな料理が提供され

て、それが本県への誘客につながっていくといったことを期待しております。 

 

進藤委員  ありがとうございました。 

 

       （富士登山に係る救護体制について） 

森屋委員  先ほどから、今日はこだわりという話がたくさん出てきて、大切だなと思い

ます。一度、ブランドというのは、そのこだわりがなくて進んでしまうと、壊

れるのも早いんじゃないかなと今日のお話を聞きながら感じてきました。 

  そこで、この間、渡辺委員長が本会議で質問したときもちょっと御披露され

ていましたけれども、実は東欧３カ国を一緒に回ってきました。お金がないも

のですから、行く前に観光部さんから富士山のポスターをいただいて、それを

お土産ということで、行く場所場所にお渡ししました。おそるおそる、「これ、

見て、わかりますか」とお尋ねしましたら、渡辺委員長がこの間も本会議でお

話しされていましたけれども、すべての皆さん方が、「富士山、よく知ってい

ますよ」と。ポーランドもウクライナの皆さん方も、「富士山は有名ですよ」

と言っていただいて、ほんとうにありがたいなというふうに改めて外から見て

思いました。 

  そんなことで、８月の最後に帰ってまいりましたら、ちょうどそのときに、

今年の富士山の登山客の皆さん方が２５万９,０００人以上ですか、おいでを

いただいたということで、これもある意味で、インバウンドで、これから中国

がどうなっていくかわからないというお話もありますけれども、おそらく個人

ビザが開放ということですから、予想以上に富士山にお客さんが来ていただけ

る。来年以降、こだわりというか、富士山の、何ていうんですかね、今までの

システムみたいなものがむしろ崩れなければいいなと。早いうちにやはりこだ

わって、そこは例えば入山規制をするとか、そういう道筋もひとつ早目に立て

ておかないと、ブランドが落ちてしまってからそれを取り戻すということは大

変なことじゃないかなと思います。 

  そこで、１つ、今年は富士山に、２５万９,０００人、２６万弱の人たちが

おいでいただいたということで、テレビや新聞を見たりしていますと、夜間あ

るいは早朝にやはり心臓麻痺とか呼吸停止になった方とかが数多くいたよう

ですけれども、現状の救護体制について教えていただけますか。 

 

石原観光資源課長 

  森屋委員の御質問にお答えします。富士山では、頂上を目指す方、今年の７、
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８月で２６万人になろうとする方たちにお登りいただいたわけですけれども、

富士山では、県が昭和３３年から７合目に救護所を設置しております。そして、

８合目には、地元の山小屋や富士吉田市の協力を得まして、８合目救護所をや

はり設置しております。 

  そのほかに、救護所というわけではございませんが、登山道入り口の６合目

まで参りますと、６合目富士山安全指導センターというところで、安全な登山

の呼びかけを２４時間体制で行っております。以上、こんな体制でやらせてい

ただいています。 

 

森屋委員  先ほどお話ししましたように、登山は当然、メーンの登山時間というのが夜

だからですからね。あるいは、以前は、大阪あたりから、弾丸のツアーで来て、

そのまま寝ないで登山を始めていって、そして、夜間に体調を崩されるという

ふうなケースがあるように、基本的には夜登られる方が多いから、夜、それだ

けのそういう方が出ると思いますけれども、この夏の、例えば死亡された方と

か、危篤というか、重篤なケースはどのぐらいありましたか。 

 

石原観光資源課長 

  救護所の救護活動の状況でございますけれども、７合目の救護所では、２カ

月間で１５２名の患者を診ることになりました。そして、８合目の救護所にお

きましては、２カ月間で４６０人の患者を診ております。７合目は標高が２,

７９０メートルだということもございまして、こちらでは高山病が６０人、約

４０％、８合目におきましては、高山病の患者が２９４名ということで、６０％

を超える皆さんが高山病の症状で受診しております。 

  なお、重篤な患者ということでございましたけれども、本年は７、８の２カ

月間におきまして、山梨県側で３名の死亡者が出ております。そのうち、お二

人は７０歳代の男性、疾患としては心筋梗塞あるいは心臓の内臓疾患というこ

とでございました。いずれも早朝、午前２時あるいは明け方というような時間

でございました。もう１人、４７歳というお若い方もいらっしゃったわけです

が、こちらにつきましては、吉田口９合目におきまして、ぐあいが悪くて、う

つ伏せというか、倒れられているところを発見されたということで、疾患の内

容としては病死ということを伺っています。 

  また、昨年度、あるいはその前というふうに、毎年２人から３人という登山

者の方が命をなくされている状況でございます。 

 

森屋委員  富士山というのはヘリコプターが寄れないイメージがありますけれども、い

ろいろ調べてみましたら、実際、行けるんですね。当然、夜間飛行は、ヘリコ

プターは、計器飛行ではありませんから、有視界飛行ですから、昼間しか行け

ませんけれども、昼間、特に警察ヘリの「はやて」は、高性能でパワーが大き

いですから、高所でも、７合目、８合目ぐらいまで行ってホバリングできると。

それは当然、その日の天候、あるいは風、そういうものがあるそうですけれど

も、特に「はやて」の場合には、それだけの性能が十分あるというふうなこと

で、ホイストで上げることができるそうですから、これから、将来に向けて救

護体制みたいなものをつくっていくときには、ぜひ頭に入れていただきたいと

思います。 

  ヘリコプターは何か富士山に寄れないような気がしますけれども、これから

将来導入されるだろうドクターヘリも、ヘリポートさえあれば５合目ぐらい飛

べますし、１合目、２合目あたりの、今度、大型駐車場をつくりますよね。そ

の端っこに、３０メートル角をつくっていただけましたら、それでドクヘリは
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とまれますので、当然、そういうこともこれからの救護体制には大いに役立つ

んじゃないかなと、頭の隅っこに置いていただきたいと思うんです。 

  現状、重篤な患者さんが発生した場合の、夜間とか早朝、例えばおそらく救

急車が５合目まで行っていて、そこまで何らかの形で――人手なのか車両なの

かわかりませんけれども、今のところはどういう形で５合目までおろしておい

でになるんですか。 

 

石原観光資源課長 

  先ほど救護所が２カ所あるということを申し上げましたけれども、富士山の

場合は、頂上まで登りますと、８合目から６合目まで、登山道と下山道が別な

道になっております。下山道につきましては、クローラーというゴムのキャタ

ピラのついた搬送車が上り下りすることができますので、下山道では、患者に

つきましても、そのクローラーによる迅速な搬送ができますけれども、登山道

でお倒れになるというような場合には、登山道からクローラーが通れる下山道

まで人力によって搬送をしなければならないということもございます。８合目

の救護所につきましては、下山道までクローラーが通れる道が現在確保されて

おりますが、７合目など下のほうにつきましては、クローラーが通れる道につ

ながっていないという部分もございますので、その場合は人力でクローラーが

通れるところまで搬送した上で、そこからクローラーによって５合目へ搬送す

るという形を現在とっております。 

 

森屋委員  僕、毎年、幼稚園の子供を連れて、５合目から６合目まで登山をするんです

よ。そのときに時々見かけるタイヤローラーみたいな、キャタピラみたいなの

でバックで登っていくのが、あれがクローラーですか。 

 

石原観光資源課長 

  そうです。 

 

森屋委員  そうですか。わかりました。大体、予想がつきます。よくバックで荷物を積

んで、バーッと上っていくのがありますね。 

  そうすると、今後、そういうことで、８合目では登山道からクローラーが入

ってこられるということですけれども、現在、７合目は無理ということですね。

今後の取り組みは何かございますか。 

 

石原観光資源課長 

  まさにここ３年、２４万人、２５万人、２６万人近くというふうに富士山に

登られる方がどんどん増えておりますので、重篤な患者の搬送は非常に重要に

なってまいります。できることならば、７合目の救護所につきましても、ブル

ドーザーが通れる、つまり、クローラーが通れる道を確保して、緊急な場合の

患者の搬送につなげていきたいと考えております。 

 

森屋委員  ぜひ、先ほど一番冒頭に言いましたように、山梨ブランド、山梨観光にとっ

てはほんとうに大切な、既に世界的に名前の売れた資源ですから、それをやは

り継続的に、永続的に生かしていくという意味でも、今のうちからそうした体

制、あるいはほかの、富士山をめぐる、先ほど言いました、入山の規制とか、

駐車場のあり方、搬送のあり方等々いろいろな課題があると思いますので、救

急なんていうとやはりほかの医療関係者との関係もあると思いますから、ぜひ

観光部が中心となって、総体的に富士山をめぐる諸所の問題について、いち早
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い体制づくりをまずしていただきたいというふうにお話をして終わります。あ

りがとうございました。 

 

石原観光資源課長 

  申しわけありません。言い逃してしまったんですが、明年２３年度には、で

きることであれば搬送体制を確保したいという考えでおりますので、これにつ

きましては、明年のシーズンに利用できるように、今年度中におきまして、現

地での測量などを、現在の観光施設の維持管理費、あるいは富士山の安全対策

費の中で行いまして、明年度の当初の予算案におきましては、ぜひクローラー

の通る搬送路の整備につきまして予算を計上してまいりたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

 

       （観光圏について） 

浅川委員  富士山・富士五湖観光圏、それから、八ヶ岳観光圏ということで、観光圏事

業は今年で終わりですか。 

 

小林観光振興課長 

  今、富士山・富士五湖が最初に認定されまして、３年目ですね。ですから、

あと２年はございます。それで、八ヶ岳につきましてはまだ認定されたばかり

ですので、今から５年間ということになります。 

 

浅川委員  ちょっとお聞きしたいのは、新規に、今から観光圏というのは、もう今年で

終わったんですよね。 

 

小林観光振興課長 

  今年度の認定の際に、昨年度来、国が言っていたのは、これで最後だという

話であります。 

 

浅川委員  １つ、要望になるかちょっとわかりませんが、実は先般、石和の観光地の市

長さんとお話しする中で、「おい、おれのところだけ、どうして真ん中だけ外

してやっているんだ。できればぜひ入れてくださいということを議会で言って

くれ」という話もありました。どういう形がとれるかどうか私にはよくわかり

ませんけれども、もし新しく観光圏ができるのであれば、１県で３つという県

はほとんどないでしょうけれども、くっつけて、やはりオール山梨の観光とし

て持っていけるのかなと思ったわけでありますが、もしその辺がつなげるもの

でありましたら、つなげられるのかどうか、ちょっとこの辺を聞いて、終わり

ます。 

 

小林観光振興課長 

  観光圏の認定をいただくためにはかなり厳しい審査がありまして、その辺の

考え方、コンセプト等が非常に問われると思いますが、山梨県におきましては、

この小さいエリアの中で２つの観光圏の認定をいただいております。本県の日

帰り観光客が多いという現在の課題を解決するということで、観光圏が２泊３

日以上の宿泊滞在型の観光客の誘致を目指すというコンセプトでございます

ので、まさにこの２つの観光圏を中核といたしまして、相互に観光圏も連携、

それから、石和とかあるいは昇仙峡、湯村温泉等々の主要観光地の連携を図っ

て、県下全体で周遊観光を目指して、山梨県の中で２泊３日の宿泊滞在を目指

すというような形で、現在、私どもは進めてまいりたいと考えています。 
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浅川委員  市長に伝えておきます。 
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主な質疑等 企業局関係 

 

※所管事項 

 

質疑 

 

（小水力発電について） 

浅川委員  私どもの会派では塩川の水力発電を視察させていただきまして、また委員会

でも、若彦の湧水の水力発電を見せていただいておるわけであります。この運

転状況というか、故障も含める中で、現在までの状況を教えていただきたい。 

 

石原電気課長  この４月１日から運転を開始しました若彦トンネル湧水発電所並びに塩川

第２発電所につきましては、現在、順調に運転しているところでございます。

両発電所の４月から８月までの発電実績でございますが、塩川第２発電所につ

きましては２１万６,０００キロワットアワー余の発電をしております。目標

に対しましては１０２.９％ということです。また、若彦トンネル湧水発電所

の発電実績でございますが、２３万２,０００キロワットアワー余ということ

で、目標に対しまして１１２.７％ということで、いずれも順調に目標を上回

っているところでございます。 

 

浅川委員  当初から言われていたように、今はもう小水力だということで、現在、企業

局で取り組んでいる小水力の事業について、具体的に上がっているところがあ

ったら教えていただきたい。 

 

石原電気課長  企業局におきましては、モデル施設といたしまして、４カ所の小水力発電の

整備をすることとしております。先ほどお話がありましたとおり、昨年度は塩

川第２発電所と若彦トンネル湧水発電所を建設させていただきました。今年度

につきましては、深城ダムの放流水を利用いたしました深城発電所の建設に着

手いたしますとともに、大城川砂防ダムの可能性調査を現在、実施していると

ころでございます。また、小水力発電開発支援室におきまして、市町村やＮＰ

Ｏさんなどに対しまして技術的な支援を行っているところでございます。 

 

浅川委員  たまたまうちの会派の中に河口湖の人間がいまして、道志川で進めていた小

水力の発電の話をちょっと聞いてくれなんて言われたものですが、この辺はど

ういう状況ですか。 

 

石原電気課長  道志川につきましては、道志村役場からお話を聞いております。どんな形の

小水力が可能かということで、現地を見させていただきました。道志村では、

いろいろ新エネルギーの取り組みも非常に進んでおられます。そんなことで、

一応、私どもとしても、こんなところが小水力に向いているんではないかとい

うようなお話をさせていただいたところでございます。 

 

浅川委員  先ほど課長が言われた小水力発電開発支援室ですか、ここで多分支援をした

んだろうと思うんですが、北杜市の黒森のほうでＮＰＯ法人のえがおつなげて

がちょっとやりましたね。これは現在どうなっておりますか。 

 

石原電気課長  私どもでも、流量観測の仕方とか、そういう技術的ないわゆる基礎的なデー

タについては御提供させていただいたりしています。ただ、いろいろ課題があ
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って、現実に施設を設置するところまでには至っていないようでございます。 

 

浅川委員  小水力は今、かなりはやりのようで、太陽光もさることながらですけれども、

この将来的な普及に向かって、企業局がどんなふうな形で支援、指導していく

のか、もし考えがあったら教えていただきたい。 

 

石原電気課長  昨年５月に山梨県小水力発電推進マップを公表させていただきました。ここ

には、全部で９８地点の小水力発電が掲載されてございます。そのうち、どの

程度ができるかは、これからまだ私どもが一生懸命、技術支援等を行いながら

進めていかなければいけないと考えておりますけれども、この先２０２０年ま

でに２０地点ぐらいの小水力発電を、市町村、ＮＰＯ、あるいは民間の手によ

って開発できれば、その御支援をぜひさせていただきたいと考えております。 

 

浅川委員  いろいろ課題も多いと思いますが、締めで、管理者、この辺についての取り

組みがあったら教えていただきたいと思います。 

 

小林公営企業管理者 

  浅川委員さんから幾つか御質問をいただいているわけですけれども、先ほど

もお話がありましたように、委員の皆様方には、塩川第２、また、若彦湧水ト

ンネル等を御視察いただいたということで、さまざまな関心をいただいている

という理解をしております。いずれにしましても、小水力はＣＯ２削減に非常

に効果的。山梨県では清流もあるし、水量もあるということで、きちっとした

対応をしていく必要があるだろうと考えております。 

  御承知のとおり、昨年策定いたしました、やまなしグリーンニューディール

計画における太陽光、小水力、バイオマス、燃料電池といった中の１項目を占

めておりますので、企業局が果たす役割はきっちりやっていく必要があるだろ

うと考えております。 

  そんな中におきまして、やはり幾つか課題がございまして、市町村等からも

これまでに１８５件ぐらい相談を受けております。そんな中で、１つは河川法

に係る許認可の話とか、電力会社との協議、それから、建設資金の助成制度が

今後どうなるかとか幾つか課題がありますので、そういった面についても、

我々も注意しながら、県としてやるのはモデル事業としてやっていく。それか

ら、市町村等、ＮＰＯも含めて、いろいろなところに技術支援、それから、今

後ともさまざまな研究をしながら普及に向けてやっていくというのが我々の

役目だと思っております。そんなことで、今後ともしっかり役割を果たしてい

ければと考えております。 

 

髙野委員  うちの会派は特に省電力に興味をみんな持っているというようなことから、

この前、視察をしてみたり、いろいろなことをしているんですけれども、先ほ

ど、２０２０年度までに２０と言った？ 倍増という意味かな。 

 

石原電気課長  現在、県内には２３の小水力発電所がございます。私どもが小水力開発支援

室を発足させてから、２０２０年までにはぜひ２０地点程度の小水力の発電所

を何とか県内に新しく設置をしていくよう、技術支援等をぜひ進めていきたい

と考えております。 

 

髙野委員  あと１０年で２０つくりたいという意味でいいんだね。 
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石原電気課長  はい、そうでございます。 

 

髙野委員  この前も、知事との意見交換というか、会派との意見交換で話をしたんです

けれども、山梨県は７８％が森林で、森林がＣＯ２を吸収するという意味では、

日本でも有数の県ではないかなと思っていますし、それに加えて、小さな川も

含めて、これだけいろいろな川があるわけですから、その川を最大限利用して、

やはり小水力につなげていったらどうだと。知事の来期の４年間の１つの政策

としてでも、マニフェストの中にそのぐらいのことは載せてもいいんじゃない

かというのを提言したんです。 

  だけど、先ほども、化石燃料じゃないものというと、風力といっても、風力

は山梨県の場合はだめ。バイオといっても、私が民間のバイオを研究している

人たちに聞くと、バイオも今のところ、どうもあまりうまくいっていないと、

これがどうも実情のようだというふうなことです。さらに太陽光と小水力なん

だけれども、太陽光もパネルをつくるのにかなり大変なＣＯ２を出さなければ

ならないと。つくって、１７年間それがもつのであればだけれども、それ以上

に、何か本当かうそか知らないけれども、１７年間分ぐらいのＣＯ２が出てい

くなんていうような話も聞いていますから、やはり環境的に最もすぐれている

ものは、昔からの水力発電ではないかなと思うんです。 

  ただ、山梨県の場合、東電ととりあえずうまくやっていますけれども、１０

個も２０個も小水力が出たときに、果たして東電との調整がちゃんとつくのか

なと。買ってもらう値段は非常にいい値段で買ってもらっているから、例えば

個人の太陽光にしても、また小水力にしても、買ってもらう値段があまりにも

よすぎて、これを山梨県が大々的につないでいって、東電から嫌われたり、切

られたりすると、これまた大変だなというような気がするんですけれども、そ

の辺の、先ほど言った、あと１０ぐらいというのは、どんなことになるのかね。 

 

石原電気課長  そこのところは東電さんにまだ、こういう形でということで直接打診はして

ございませんけれども、逐次、発電所を１つずつつくっていきますので、その

ときには、当然、東電の電線につなぐために協議をさせていただくことになり

ます。ですので、東電さんとしてもこれ以上ということになれば、連系協議の

ところでまたお話が出てくるのかなと思っております。現在のところは、深城

についてもさせていただいていますが、何とか計画を進める方向でいけるのか

なと考えております。 

 

髙野委員  それはある程度大きな規模の話なんだけれども、小水力の場合だって、もち

ろん使っていないときは売電するわけでしょう？ だから、それをつくる都度

の話し合いでやるということがたび重なって、例えば１０年で１０個の小水力

をつくりたかったんだけれども、希望者が多くて、例えば３年で１０個できて

しまったと。たび重なって東電へその相談に行くと、東電のほうで、「いや、

それ以上は買えませんよ」とか、そういう話が出てくる可能性もなきにしもあ

らずだよね。 

  そうすると、その前の契約がどうなっているのかわからないけれども、今や

っている小水力の売電の量は、例えば１日回していて、売る時間帯もかなりあ

るわけでしょう。そういう時間帯で売っていくのが、今までのものも、新しい

ものが来たら、「いや、もうこれは目いっぱいです。これ以上もし売電をする

気であったら、今までの契約の売電価格を半分にしてください」とか、そうい

うことというのも、たくさんできるときには危惧しなければならないよね。そ

の辺どうですか。 
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西山企業局長  委員がおっしゃるとおりの心配はございますけれども、今、２０２０年まで

に２０地点と言っている発電所は、小さなものが多くて、平均で２００キロワ

ットにはいかないんではないかと考えております。２０カ所といっても、合わ

せますと大体４,０００キロワットということで、電力量にしますと、およそ

１,５００万キロワットアワー程度でないかと考えております。１,５００万キ

ロワット程度ということになりますと、キロワット当たり例えば１０円で取引

した場合でも、総額でいえば１億５,０００万円程度ということで、東京電力

さんにしてみれば、手続上はいろいろ大変だとは思うんですけれども、そうい

った面ではまだ県内の自給率が３０％程度ということもございますので、おそ

らくその程度の数字であれば、許容範囲だろうとは考えております。 

 

髙野委員  もっと簡単な話にすればいいのに、だんだん深く潜ると、こちらは聞きたく

なるから、ちょっと答えるのに気をつけたほうがいいよ。では、小水力の意義

はどこまでの意義なの？ 

 

西山企業局長  小水力発電にはいろいろ定義がございますけれども、私たちのやっていると

ころは、一応、１,０００キロワット以下を小水力発電という形で考えており

ます。 

 

髙野委員  １,０００キロワット以下というのは、今、山梨県の企業局がやっている、

例えば水力発電の中で、総数が幾つで、１,０００キロワット以上が幾つで、

１,０００キロワット以下が幾つ？ 

 

石原電気課長  現在、私ども、県内に２０の発電所を有してございます。このうち、１,０

００キロワット以下の小水力は６地点ございます。若彦とか、塩川第２、それ

からあと、笛吹川に、昔、日本電化さんという会社がお持ちだった発電所に小

さいものがございます。それらを合わせて、２０のうち６つが小水力と言われ

ているものでございます。 

 

髙野委員  私が聞きたいのはむしろ小水力の話なので、要するに、１,０００キロワッ

ト以下のものの話で、我々が細かく聞く小水力は、例えば各市町村がこういう

ものへ使いたいとか、甲州市で鳥居焼の火をつける電気のかわりに小水力でや

りたいとか、こういう話が主なんだよね。だから、そういうものは別に、そん

な小さなものであれば、買い付けてくれる価格にしても何にしても、そんなに

大したことはないんじゃないかなというふうな感じはしているんだけれども、

それでもそういうものがどんどん増えていくと、その辺まで危惧しなければな

らないのかなと思います。 

  北朝鮮からミサイルを１発撃ち込まれて、柏崎の原発が爆発したときにどの

ぐらい影響があるか、知っていますか。 

 

石原電気課長  正確なところはちょっとわかりませんが、現在、特に需要がたくさん立って

いる夏の非常に厳しいときは、県内需要の１割が県内の水力発電所で供給され

ます。また、他県からの供給量が２割ぐらいということで、あと７割は柏崎の

原子力発電所の電気だったと。ただ、今、とまっている部分もございますので、

正確な数字ではありませんが、原子力発電所が健全だったときには、県内電力

の大体７割は柏崎の電力を使っていたと。それは一番ピークの立つときという

ことでございますけれども、そういう利用をされていると聞いております。 
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髙野委員  柏崎から７割で、水力が１割とすれば、化石燃料は２割ということ？ 

 

石原電気課長  長野からも送電線が来ており、長野の水力の電力の供給を受けていますので、

それが２割になってございます。 

 

髙野委員  柏崎から来ているというのは、原子力の部分の電気じゃないの？ 

 

石原電気課長  原子力の電気でございます。 

 

髙野委員  では、そんなにＣＯ２を心配することないじゃない。原子力はＣＯ２もあん

まり出ないというし、水力と原子力でやっているのであれば。だって、日本の

電力というのは、化石燃料でやっているのが、早い話が４０％ぐらいあるんじ

ゃないの？ その辺どうなの？ 

 

石原電気課長  たまたま送電の系統が山梨県の場合はそうなっているということですので、

東京電力さん管内とか、日本全体を考えれば、委員がおっしゃられるとおりと

考えています。 

 

髙野委員  では、山梨の場合はＣＯ２をあんまり出す電気は使っていなくて、クリーン

電力でやっているというふうにとらえていいのかな。 

 

西山企業局長  委員おっしゃるとおり、山梨県はほんとうにＣＯ２を発生しない電気で賄っ

ているので、そこは非常にアピールすることは可能ではないかと考えておりま

す。たしかに送電線はぐるぐる回ってはいるんですけれども、７０％が原子力

で、残りが水力なんですね。そういう意味からいうと、すべてがＣＯ２の少な

い電源で一応賄っているということでございます。 

 

髙野委員  では、クリーンエネルギーを使っているということで、それは宣伝しないと。

柏崎に１発打ち込まれると、東京まで行かないにしても、大体、山梨あたりま

で影響が出てくると。福井県の原発へ北朝鮮が１発原爆を撃つと、京都、大阪、

神戸まで影響があると言われているんだよね。 

  子孫たちに残すときには、やはり少しでも原子力というのは抑えていくこと

がいいんじゃないかなと私は個人的にそういう気がしているんだけれども、そ

れには小水力でも何でもどんどん電気を起こして。原料は、小水力の場合は、

プルトニウムは要らないでしょう。あくまでも出てくる水でできるんだから、

それが一番いいだろうなと思って話をしているんだけれども。 

  そこに例えば１部落１５０戸の部落があると。その部落だけでも、電気もそ

こで起こしながら使っていくというのが、何となく牧歌的でいいんじゃないか

なという意味で話を聞いているんだけれども、そういう意味のほんとうに小の

水力発電、例えば１つの町じゃなくて、１つの村じゃなくて、その村の中でも

まだ地域的にこれだけの電気をという小水力発電の推進については、どういう

ふうに考えているのか。 

 

石原電気課長  現在、私どもが考えております小水力発電ですが、例えば地域に道の駅とか、

あるいはそういうさまざまな施設がございますので、そこの電源として何とか

活用できないかということで、できるだけ地域の需要のあるところ、地域の需

要に合った形で小水力が開発できればと考えています。 
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  あと、委員からお話がありました地域への供給につきましては、一般家庭へ

の電力供給は、まだ電気事業法の規制がございますので、現在のところではそ

こまで供給するのはちょっと困難かなと思っています。あくまでも自家用の電

気をできるだけ小水力とかで置きかえていくというような形を今、想定してご

ざいます。 

 

髙野委員  では、この前見せてもらった、塩川の小水力があるよね。あの電気は主にど

こで使っているわけ？ 

 

石原電気課長  そういう意味であれば、塩川の第２発電所の電気は、あの地域の集落で消費

されていると思っています。ただ、基準上の、いわゆる電気事業法の事業規制

といたしますと、私どもがそこの集落へ直接電気を供給することができません

ので、１回、東京電力さんに電気をお売りして、その電気が塩川の第２発電所

の周辺の集落で消費されていると考えております。 

 

髙野委員  だから、小水力でつくった電気はとりあえず東電に全部買ってもらうと。そ

の交換として、要するに、ここの電気量ぐらいは出てくると、意味的にはそう

いう意味でしょう。 

 

石原電気課長  おっしゃるとおりでございます。今、制度的なものがありますので、東京電

力さんにお売りをして、それが地域でお使いいただけるという形になります。 

 

髙野委員  でも、ほとんどの人は、感覚的には、つくる電気を使えると思っているんだ

ね。だから、電気事業法か何か知らないけれども、そういうふうに思っている

んだけれども、でも、実質的に使えて、ＣＯ２を出さない、そういうエネルギ

ーであれば、それが一番いいんじゃないかなと私はそういう気がしているんだ

けれども。だから、そういう意味で、今の方策であっても、また１,０００キ

ロ以上のものであっても、やはり山梨県はせっかくのことだから、環境何県と

かと今まで言ってきたんだから、森林の数と小水力発電の数を増やしてもらっ

て、日本で一番環境にいい県だと言ってもらうような山梨県づくりをしてもら

いたいなと思うんですけれども、管理者、一言。 

 

小林公営企業管理者 

  髙野委員さんから、幾つか危惧されている面とか、お話をいただきながらと

いうことなんですが、やはりいろいろ事業を進めていく中では課題等も出てき

ますので、そういうものを例えば電力会社等とも密に連携を持ちながらやって

いきたいと考えております。 

  それから、やはり先ほど申し上げましたように、山梨県は自然環境等に非常

に恵まれていますので、太陽光発電とか水力といったようなものについても最

大限活用していくということで、企業局としても一生懸命取り組むという方針

でいくつもりでおります。また、今後ともどういう形でやっていくのがいいの

かということについても幅広く研究をしていくつもりでおりますので、今後と

も御理解と御協力をお願いしたいと思います。 

 

髙野委員  はい、わかりました。 

 

 

その他  ・ 委員会報告書の作成及び委員長報告については、委員長に一任された。 
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     ・ 閉会中もなお継続して調査を要する事件について配付資料のとおり決定された。 

     ・ 継続審査案件調査の日時・場所等の決定は委員長に委任され、県内調査を１０

月２９日に実施することとし、詳細については、後日通知することとされた。 

・ ９月３日に実施した閉会中の継続審査案件にかかる執行部からの事情聴取につ

いては、議長あてにその報告書を提出したことが報告された。 

 

以 上 

 

農政商工観光委員長 渡辺 英機    


